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探 討 有 關 敬 語 動 詞 「 頂 戴 」 的 若 干 用 法  

 

蔡 瓊 芳
*
 

 

摘 要  

 

本 論 目 的 在 文 探 討 敬 語 動 詞 「 頂 戴 」 的 若 干 用 法 ， 經 過 考 察

其 使 用 場 面 、 文 脈 意 思 分 類 、 及 可 否 轉 換 成 其 相 關 授 受 動 詞 等 用

法 後 ， 得 知 以 下 結 論 。  

1 .  使 用 場 面 ：「 頂 戴 」 的 三 大 句 型 ， 大 多 用 於 私 人 場 面 。  

2 .  「 頂 戴 」 的 三 大 句 型 皆 屬 敬 語 ，「 頂 戴 す る 」 是 謙 讓 語 也 有 當

丁 寧 語 使 用 ， 而 「 ～ を 頂 戴 ・ ～ て 頂 戴 」 是 親 愛 語 也 有 當 美

化 語 使 用 之 性 質 。  

3 .  「 頂 戴 ・ ～ て 頂 戴 」 本 身 並 無 「 催 促 ・ 命 令 」 語 氣 、 但 若 場

面 ・ 語 調 等 有 此 設 定 時 不 在 此 限 。  

4 .  「 頂 戴 す る 」 男 女 皆 可 使 用 。「 ～ を 頂 戴 ・ ～ て 頂 戴 」 則 是 女

性 、 小 孩 常 用 ， 但 限 用 於 親 近 的 人 或 家 人 。  

5 .  「 頂 戴 す る 」 的 敬 語 使 用 對 象 為 其 動 作 所 指 向 之 人 ， 而 「 ～

を 頂 戴 ・ ～ て 頂 戴 」 則 為 聽 者 。  

 

 

關 鍵 詞 ： 言 語 待 遇 表 現 、 謙 讓 語 、 丁 寧 語 、 美 化 語 、 親 愛 語  
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敬 語 動 詞 「ちょうだい」をめぐって 

 

蔡 瓊 芳 * 

 

要旨  

 

本 論 文 は 、 敬 語 動 詞 「 頂 戴 」 を 三 つ の 語 形 で 「 使 用 場 面 ・ 意

味 分 類 ・ 置 き 換 え 」 か ら 考 察 し た 結 果 、 下 記 の こ と が 分 か っ た

の で あ る 。  

1 .  使 用 場 面 は 、「 頂 戴 」の 三 つ の 語 形 と も プ ラ イ ベ ー ト な 場 の

み に 使 わ れ る 。  

2 .  「 頂 戴 す る 」 は 、「 謙 譲 語 」 で あ る が 、「 丁 寧 語 」 と し て 使

わ れ る こ と も あ る 。「 ～ を 頂 戴 ・ ～ て 頂 戴 」 は 、「 親 愛 語 」

で あ る が 、「 美 化 語 」と し て 使 わ れ る こ と も あ る 。従 っ て「 親

愛 語 」 も 広 義 の 敬 語 で あ る 。  

3 .  「 頂 戴 ・ て 頂 戴 」 は 、 場 面 性 や ア ク セ ン ト ・ 抑 揚 の 要 素 を

考 慮 に 入 れ な い と 、「 催 促 ・ 命 令 」の 意 が 初 め か ら 含 ま れ な

い 。  

4 .  「 頂 戴 す る 」は 、男 女 と も 用 い ら れ る が 、「 ～ を 頂 戴 ・ ～ て

頂 戴 」 は 、 女 性 ・ 子 供 に よ く 使 わ れ る が 、 男 性 が 使 う 例 も

見 ら れ る 。  

5 .  敬 意 顧 慮 の 対 象 は 、「 頂 戴 す る 」は 、行 為 の 向 か う 相 手 で あ

る が 、「 ～ を 頂 戴 ・ ～ て 頂 戴 」 は 、 聞 き 手 で あ る 。  

 

 

キ ー ワ ー ド ： 待 遇 表 現 、 謙 譲 語 、 丁 寧 語 、 美 化 語 、 親 愛 語 、  
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Japanese honorific verb through "Chodai"  

 

Chiung-fung Tsai* 

 

Abstract 
 

The objective of this theme is to examine an honorific verb “Chodai” 

by classifying three ways such as “where to use, the meaning group and the 

replacing”. The following list is a result of research.   

1.  “Chodai” can be used with above three ways only in a private scene.  

2. “Chodai- suru” is an humble form, but it can be used as “a polite 

form”, too. While “~wo chodai” or “~ te chodai” are ‘an expression 

of endearment’. but can be used as ‘a glorified form’, too. Hence ‘the 

expression of endearment’ is also an honorific in the wide sense. 

3. “Chodai” and “~te chodai” are unable to imply the meaning of ‘beg, 

urge or imperative’ unless taking account of the context and an accent 

or the intonation. 

4. ‘  Chodai suru’ can be used by men and women, while “~wo chodai” 

and “~te chodai” are usually used by women and children, which is 

rarely used by men. 

5. “Chodai suru” is for a person to be taken action, but “ ~wo chodai” or 

“~ te chodai ” is for a person listening to. 

 

 

Keyword：Social Dexis (Politeness strategies), humble form,  

polite form , glorified form, expression of endearment.  
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敬 語 動 詞 「ちょうだい」をめぐって 

 

蔡 瓊 芳  

 

1 問 題 提 起 と考 察 範 囲  

「 頂 戴 」を 平 仮 名 で「 ち ょ う だ い 」と 、書 く こ と も 多 い 。 “ ど

う し て 「 お 茶 、 頂 戴 」 の よ う に 、 述 部 に 「 頂 戴 」、 名 詞 ひ と つ

だ け で セ ン テ ン ス が な り 立 つ の か 、学 生 た ち に よ く 質 問 さ れ る 。

ま た 「 頂 戴 」 と は 敬 語 な の か 、 催 促 や 命 令 の 意 が あ る の か ”、

そ し て 、待 遇 表 現 か ら 見 た「 頂 戴 」の 位 置 付 け が 、ど う な る か 、

考 察 し た い 。 し か し 、「 お 目 玉 を 頂 戴 す る 」 や 「 お 叱 り を 頂 戴

す る 」 な ど の 慣 用 句 的 な 用 法 は 本 論 文 か ら 省 く 。 収 集 例 を そ れ

ぞ れ 使 用 場 面 、 文 脈 か ら の 意 味 分 類 、 意 味 分 類 へ の 置 き 換 え か

ら 考 察 す る 。 考 察 の 対 象 は 次 の も の で あ る 。  

【 1】 本 動 詞 の 「 頂 戴 す る 」。（ 結 構 な 品 を 頂 戴 し ま し た 。）  

【 2】 動 詞 的 な 漢 語 名 詞 の 「 ～ を 頂 戴 」。（ お 茶 を 頂 戴 。）  

【 3】 補 助 動 詞 の 「 ～ て 頂 戴 」。（ 手 伝 っ て 頂 戴 。）  

 

2「頂 戴 」とは 

 「 頂 戴 」 と は 何 か 、 敬 語 な の か 、 疑 問 を 抱 く 人 も い る の で あ

ろ う 。 結 論 を 出 す ま え に ま ず 日 本 語 の 待 遇 表 現 に つ い て 、 考 え

て み た い 。  

 

2 . 1 待 遇 表 現 の構 造  

日 本 語 の 待 遇 表 現 の 構 造 を 次 の よ う に 見 る こ と が で き る 。 1  

                                                  
1  蔡 （ 1 9 9 6： p 1 9） に よ る も の 。  
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今 ま で の 待 遇 表 現 の 研 究 は 殆 ど が 狭 義 の 待 遇 表 現 で あ っ た

が 、広 義 の 待 遇 表 現 に 含 ま れ る 卑 罵 語 及 び 親 愛 語 と い っ た も の

は あ ま り 取 り 上 げ ら れ て い な い よ う で あ る 。 な ぜ か 、 疑 問 を 抱

く 人 も い る に ち が い な い 。  “ 敬 語 は 人 と 人 と の 相 互 尊 重 の 気

持 ち を 基 盤 と す べ き も の で あ る ” 2。こ の 基 盤 は 社 会 の 本 来 の 根

本 的 な 性 質 で あ る し 、社 会 通 念 か ら み れ ば 卑 罵 語 な ど は 望 ま し

く な い 言 語 の 待 遇 表 現 な の だ と 思 わ れ る か も 知 れ な い 。 な お 、

日 本 語 の 待 遇 表 現 の 構 造 の 中 で 、狭 義 の 待 遇 表 現 を プ ラ ス 敬 語

と 、 卑 罵 語 を マ イ ナ ス 敬 語 と も 言 わ れ て い る 。 狭 義 の 待 遇 表 現

の 分 類 は 宮 地 裕（ 1968）の ５ 分 類 に 従 い 、定 義 を 次 の よ う に し

て お く 。 3  

・ 尊 敬 語 ： 話 題 の 人 の 行 為 ・ 所 有 な ど に つ い て 、 話 し 手 が そ の

人 へ の 配 慮 を 表 す 敬 語 。  

                                                  
2  『 日 本 語 の 指 針 』（ 2 0 0 7： ｐ 6） に よ る 。  
3  宮 地 （ 1 9 6 8： ｐ 9 8） に よ る 。  

  待 遇  
  表 現  
（ 広 義 の  

待 遇 表 現 ）

敬 語 使 用  
（ 狭 義 の 待 遇 ）

普 通 語 使 用 ： 行 く 、 来 る 、 勉 強 す る 、 や る 、 等 。  

軽 卑 語 使 用  
（ 狭 義 の 待 遇 ）

(1 )尊敬語：いらっしゃる、ご覧になる、等。  

( 2 )謙 譲 語 ： 伺 う 、 拝 見 す る 、 等 。  

( 3 )美 化 語 ： お 茶 、 お 菓 子 、 等 。  

( 4 )丁 寧 語 ： で す 、 ま す 、 ご ざ い ま す 。  

( 1 )尊大語：俺様、我輩、～てやるぞ、等。

(2)卑罵語：ばか野郎、畜生、～やがる、等。

親 愛 語 使 用 ： ～ ち ゃ ん 、 お ば か さ ん 、 等 。  
（ 狭 義 の 待 遇 ）  
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・謙 譲 語：話 題 の 下 位 者 の 上 位 者 に 対 す る 行 為 の 表 現 を 通 し て 、

話 し 手 が そ の 上 位 者 へ の 配 慮 を 表 す 敬 語 。  

・ 美 化 語 ： 話 題 の 物 事 の 表 現 を 通 し て 、 話 し 手 が 自 分 の 言 葉 遣

い の 品 位 へ の 配 慮 を 表 す 敬 語 。  

・ 丁 重 語 ： 話 題 の 物 事 の 表 現 を 通 し て 、 話 し 手 が 聞 き 手 へ の 配

慮 を 示 す 敬 語 。（ 致 す 、 参 る 、 申 す 、 存 じ る ）  

・ 丁 寧 語 ： 話 し 手 が 専 ら 聞 き 手 へ の 配 慮 を 示 す 敬 語 。  

 

2 . 2 先 行 研 究  

待 遇 表 現 の 分 類 は 周 知 の よ う に 数 多 く 研 究 さ れ て い る か ら 、

一 々 挙 げ な い こ と に す る 。「 頂 戴 」 だ け を テ ー マ に す る 先 行 研

究 は 残 念 な が ら 、 私 が 調 査 し た 限 り に お い て は 、 あ ま り 出 さ れ

て い な い よ う で あ る 。 こ こ で あ え て 「 頂 戴 す る 」 に 触 れ た 学 者

の 松 下 （ 1923）、 大 石 初 太 郎 （ 1976）、 奥 山 （ 1976） だ け を 代

表 的 に 紹 介 す る 。 な お 、 学 者 に よ り 、 名 称 が 異 な る こ と も あ る

と 改 め て 断 っ て お く 。  

松 下 （ 1 9 2 3： p 3 3 - 3 4） は 「 頂 戴 」 を 客 体 敬 称 と い う 。  

客 体 敬 称 は 動 詞 に 属 す る 敬 語 で 、 動 作 の 客 体 を 敬 う も

の で あ る 。 中 略 。「 頂 戴 」、 拝 見 、 拝 借 は 、 無 活 用 動 詞

で あ る 。下 へ「 す る 」「 な さ る 」「 致 す 」「 あ そ ば す 」「 申

す 」 を つ け て 使 う 。  

大 石 初 太 郎 （ 1 9 7 6： ｐ 1 3 2 - 1 3 3） は 謙 譲 語 を A（ 伺 う 、

お 耳 に 入 れ る な ど ）、 B（ 小 生 、 弊 店 、 致 す な ど ） に 分

け る 。「 頂 戴 す る 」を 謙 譲 語 A に 分 類 し 、そ の 働 き は “ 話

題 主 を 低 め 、 そ の 行 為 の 向 か う 相 手 方 を 高 め る 表 現 の

た め に 用 い ら れ る 敬 語 。 ” と 定 義 す る 。  

奥 山 （ 1 9 7 6： 41） は 「 ち ょ う だ い す る 」 に つ い て 、 次

の よ う に 述 べ る 。 物 を 頭 上 に 戴 く 動 作 か ら 「 も ら う 」

意 味 に な っ た 謙 譲 語 で 、「 い た だ く 」と 同 じ 。ま た 物 を

く れ た り 動 作 を し た り す る こ と を 促 す こ と ば と し て
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「 頂 戴 」「 ～ て 頂 戴 」が あ る が 、こ れ は 敬 語 と は い え な

い 。  

松 下 （ 同 書 ） は 「 頂 戴 」 を 客 体 敬 称 と い う 。 客 体 敬 称 は 動 詞

に 属 す る 敬 語 で 、動 作 の 客 体 を 敬 う も の で あ る 。し か し 奥 山（ 同

書 ） は 「 頂 戴 」「 ～ て 頂 戴 」 を 敬 語 だ と い う こ と を 認 め な い 。

注 目 し た い 一 説 で あ る 。 こ れ に つ い て は 「 ４ 待 遇 表 現 か ら 見 た

「 頂 戴 」 な ど の 位 置 づ け 」 で 、 ま た 後 述 す る 。 一 言 を 触 れ て お

き た い の は 、 松 下 （ 同 書 ） は 「 頂 戴 」 を 下 へ 「 す る 」 を 附 け て

使 う と い う の は 、 謙 譲 語 と し て 使 わ れ る 「 頂 戴 す る 」 の こ と で

あ る 。  

 

2 . 3 辞 書 による概 説  

ま ず 「 頂 戴 」 と は 何 か 、 辞 書 に よ る と 、 次 の よ う な 概 説 が あ

る 。 辞 書 が 参 考 文 献 に あ げ て あ る 。  

① 敬 意 を 表 し て 、 い た だ き 物 な ど を 目 よ り 高 く さ さ げ 、 頭 を さ

げ る こ と 。 頭 上 に 物 を い た だ き さ さ げ る こ と 。「 賞 状 を 頂 戴

し て 、 ひ き さ が る 」  

② も ら う こ と の 謙 譲 語 。 賜 る こ と 。 い た だ く こ と 。 ま た 、 も ら

っ て 飲 食 す る こ と を へ り く だ っ て 言 う 語 。  

「 結 構 な 品 を 頂 戴 い た し ま し た 。」「 も う 十 分 頂 戴 し ま し

た 。」  

③ 多 く 女 性 ・ 子 供 の 用 い る 語 で あ る 。 物 を 与 え て く れ 、 ま た 、

売 っ て く れ と い う 命 令 の 意 を 親 し み の 気 持 ち を こ め て 促 す

よ う に い う 語 。 く だ さ い 。「 イ ワ シ を 三 匹 頂 戴 」、「 こ れ 、 一

つ ち ょ う だ い な 。」、「 牛 肉 500 グ ラ ム 頂 戴 」  

④ 文 末 に つ け て 、 物 を も ら う こ と を 求 め る 語 。「 … て 頂 戴 」 の

形 で 補 助 動 詞 の 命 令 形 の よ う に 用 い て 相 手 に 何 か を し て も

ら う の を 促 す 気 持 ち を 親 し み を こ め て 言 う 語 。「 そ の 新 聞 を

取 っ て 頂 戴 」「 こ の 本 を 見 せ て 頂 戴 」「 こ こ に 坐 ら な い で 頂

戴 」〔 女 性 語 や 幼 児 語 と し て 用 い ら れ る こ と が 多 い 〕  
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な お 、 上 記 の 概 説 を 纏 め る と 、 次 の よ う な こ と が 言 え よ う 。  

① 、 ② は 本 動 詞 の 「 ～ を 頂 戴 す る 」 の 用 法 に あ た り 、「 も ら う 」 

を 鄭 重 に 言 う 場 合 で 謙 譲 語 的 な 表 現 だ と い う こ と で 納 得 す る 。

③ ④ は 動 詞 的 な 漢 語 名 詞 の 「 ～ を 頂 戴 」 と 、 補 助 動 詞 と し て の

「 ～ て 頂 戴 」の 用 法 に あ た る 。し か し「 ～ を 頂 戴 」、「 ～ て 頂 戴 」

に は 「 命 令 の 意 」 や 「 促 す 気 持 ち 」 と い う ニ ュ ア ン ス が あ る と

い う 説 明 が 非 常 に 気 に な る 。 こ れ を 考 え て み た い 。  

 

2 . 4 「命 令 の意 」や「促 す」について 

「 ち ょ う だ い 」 に は そ も そ も 初 め か ら 「 促 す 」 や 「 命 令 」 と

い う 意 を 含 ま な い と い う の が 、 私 の 語 感 で あ る が 、「 2 - 3」 の 辞

書 の 概 説 に よ る と 、命 令 の 意 を 親 し み の 気 持 ち を こ め て 促 す よ

う に い う 語 ” と い う 説 明 が さ れ て い る 。 こ の 点 が 私 の 気 に な る

と こ ろ で あ る 。果 た し て 命 令 の 意 や 促 す 気 持 ち と い う ニ ュ ア ン

ス が あ る の か 、 考 え て み よ う 。 そ の 前 に 『 明 鏡 国 語 辞 典 』 の 説

明 を 紹 介 し て お き た い 。 私 見 と ほ ぼ 同 じ 考 え な の で あ る 。  

『 明 鏡 国 語 辞 典 』（ 2 0 0 2） に よ れ ば 次 の よ う に 説 明 し て あ る 。 

・ 《 文 末 で 動 詞 の 命 令 形 の よ う に 使 っ て 》 相 手 に 要 求 ・ 依 頼 す

る 意 を 親 し み の 気 持 ち を こ め て い う 語 。 く だ さ い 。 「 お や つ

を ち ょ う だ い 」 、 「 こ の 大 根 ち ょ う だ い 」  

・ 《 「 … て 頂 戴 」 の 形 で 、 補 助 動 詞 の 命 令 形 の よ う に 使 っ て 》

相 手 に 要 望 ・ 懇 願 す る 意 を 親 し み を こ め て い う 語 。 … く だ さ

い 。 「 ち ょ っ と 待 っ て 頂 戴 」 「 こ れ 買 っ て 頂 戴 」 。  

次 の 例 を み て み よ う 。  

  ① 「 こ の 大 根 を く だ さ い 」、 ② 「 こ の 大 根 を 頂 戴 」  

① 、 ② の 例 か ら も 分 か る よ う に 「 指 示 ・ 要 求 ・ 懇 願 す る 」 と い

う 意 が 取 れ る 。「 く だ さ い 」 を 「 頂 戴 」 に 変 え て も 、 私 に は 催

促 と い う ニ ュ ア ン ス を 感 じ な い 。し か し 、こ れ ら の 文 に「 早 く ・

ゆ っ く り 」 な ど の 副 詞 を つ け る と 、  

① ´「 早 く （ イ ワ シ ・ こ の 大 根 を ） く だ さ い 。」  
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② ´「 早 く （ イ ワ シ ・ こ の 大 根 を ） ち ょ う だ い 。」  

③ 「 急 が な い か ら 、 ゆ っ く り し て ち ょ う だ い 。」  

の よ う に 、「 命 令 の 意 」 や 「 催 促 す る 」 と い う ニ ュ ア ン ス が は

っ き り 出 て く る 。 つ ま り 「 頂 戴 」 と い う 語 に は 最 初 か ら 命 令 や

催 促 な ど と い う 意 味 が 含 ま れ て い る わ け で は な い 。よ っ て 何 ら

か の 「 文 脈 」 が 伴 わ な い と 、 そ の よ う な 意 に は な ら な い と 思 わ

れ る 。 ま た 次 の 収 集 例  ( 24 )  ( 16 )を み て よ う 。  

( 2 4 )「 お 母 さ ん だ よ う 、 開 け て ち ょ う だ い 。 ま だ 寝 て る の 。 急

ぎ の 用 事 が あ る か ら 、 早 く 開 け て 」（ 人 生 、 ｐ 8 3）  

( 1 6 )お や つ の 時 間 で す 。 り ょ う 「 今 日 の レ モ ン キ ャ ン テ ィ ー は

お い し か っ た 」 み ん な が 「 ち ょ う だ い 、 ち ょ う だ い 」 っ て 言 っ

て （ 中 略 ）。（ う ち の 子 、 ｐ 7 3）  

( 2 4 )文 中 の 「 開 け て ち ょ う だ い 」 は 、 親 愛 語 の 用 法 で あ り 、 む

し ろ 「 早 く 開 け て 」 の 方 は 催 促 の 意 が 取 れ る 。 ( 1 6 )は 「 頂 戴 、

頂 戴 」 と 重 ね て 使 う と 、（ お 菓 子 を ） 催 促 と い う ニ ュ ア ン ス が

取 れ る 。 次 の 例 4  も 同 じ こ と が 言 え る 。  

④ 「 ね え 、 頂 戴 よ う 、 頂 戴 よ う 」 ホ ー ル の 喫 茶 室 の 隅 で 、 清 子

が 50 年 配 の 男 に 身 を 摺 り 寄 せ て い る の を 、 私 は 見 た こ と が

あ っ た 。（ 井 上 靖 「 春 の 嵐 」）  

⑤ 「 わ た し 、 も う こ の う ち 、 嫌 よ 。 一 日 も 早 く 、 ど こ か 他 へ 行

け る よ う に し て 頂 戴 。 ア パ ー ト な ん か 駄 目 で す か ら 、 建 て る

な り 買 う な り 、 と に か く 何 と か し て 頂 戴 。」（ 石 川 達 三 「 悪 の

愉 し さ 」）  

「 頂 戴 ・ ～ て 頂 戴 」 に は 催 促 の 意 が 含 ま な い こ と を 前 述 し た

が 、た だ し 場 面 性 や ア ク セ ン ト・抑 揚 の 要 素 を 考 慮 に 入 れ る と 、

場 合 に よ っ て は 、命 令 の よ う に も 受 け 取 れ る と い う こ と を 言 い

加 え て お く 。 も う 一 例 を あ げ よ う 。 家 族 間 の 会 話 で は よ く 耳 に

す る も の で あ ろ う 。「 喧 嘩 を 止 め て 頂 戴 」（ 母 親 が 子 供 に ）、

「 掃 除 の じ ゃ ま だ か ら 、 あ っ ち へ 行 っ て 頂 戴 」（ 妻 が 夫 に ） な
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ど の 例 で あ る 。こ れ ら は 懇 願 的 や 要 望 的 に 命 令 し て い る と も 受

け 取 れ る わ け で あ る 。 つ ま り 表 現 内 容 （「 け ん か を 止 め る こ と 」

「 あ っ ち へ 行 く こ と 」） が 相 手 （ 子 供 ・ 夫 ） に 理 解 さ せ 、 何 ら

か の 行 動 を 起 こ し 、 実 現 さ せ る こ と を 発 話 者 （ 母 親 ・ 妻 ） が 要

望 し て い る と 考 え ら れ る 。 5ま た 「 命 令 の 意 」 を 考 え て み よ う 。

概 説 の 「 命 令 の 意 」 に 引 っ か か る 日 本 語 の 学 習 者 も い る の で あ

ろ う 。 命 令 と 言 っ た ら 、「 行 く 」 に 対 し て 「 行 け 」「 行 く な 」 の

よ う な 言 葉 が 浮 ぶ の で あ ろ う 。し か し 軍 隊 用 語 や ご く 一 部 の 特

殊 な 立 場 （ 社 長 が 部 下 に ） を 除 き 、 実 際 の 日 常 生 活 で は ソ ト の

人 間 に 命 令 形 だ け の 言 葉 遣 い は 殆 ど し な い 。し か し ウ チ の 人 間

に （ 父 親 が 子 供 に ）「 早 く 宿 題 を や れ 」 と い う こ と も あ る が 、

母 親 な ら 「 早 く や り な さ い 」 な ど と よ く 使 う 。 た だ し 敬 語 の 命

令 形 が 使 わ れ る が 、 命 令 の 意 を 表 さ な い も の が あ る 。「 い ら っ

し ゃ い ・ な さ い ・ く だ さ い 」 な ど 。  

 

3 収 集 例 による意 味 分 類  

「 頂 戴 」 と 言 っ た ら 、「 頂 戴 す る 」 と 、 浮 ん で く る 。 分 か り

や す い か ら で あ る 。 収 集 例 6を 本 動 詞 の 「 頂 戴 す る 」、 動 詞 的 な

漢 語 名 詞 の「 ～ を 頂 戴 」、補 助 動 詞 の「 ～ て 頂 戴 」に ま と め る 。

こ れ ら を 「 頂 戴 」 の 三 大 文 型 と 略 称 す る 。 さ ら に こ れ ら を 「 使

用 場 面 ・ 意 味 分 類 ・ 置 き 換 え 」 か ら 考 察 す る 。  

「 使 用 場 面 」： 公 的 な 場 、 半 公 的 な 場 、 私 的 な 場  

「 意 味 分 類 」： 文 脈 に よ る 意 味 分 類  

「 置 き 換 え 」：  意 味 分 類 に よ る 授 受 動 詞 へ の 置 き 換 え の 可

能 性 を 指 す こ と 。  

言 語 の 使 用 場 面 は 「 公 的 な 場 」 と 「 私 的 な 場 」 に 分 け る の が 普

通 で あ る が 、 そ の 中 間 に 介 す る 「 半 公 的 な 場 」 も あ る 。 そ れ ぞ

                                                                                                                                                    
4  奥 山 （ 1 9 7 6： 4 1） か ら の 借 用 例 で あ る 。  
5  表 現 意 図 に つ い て は 、 坂 本 （ 1 9 9 8： ｐ 2 6） に 詳 し い 。  
6  収 集 例 は 、 小 説 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ー か ら 集 め た も の で あ る 。  
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れ の 定 義 を 次 の よ う に す る 。 7  

公 的 な 場 ： 公 的 な 立 場 で プ ラ イ ベ ー ト な 場 で は な い 。 話 し 手 が

１ 人 で 、 聞 き 手 が 不 特 定 多 数 で あ る の が 特 徴 で あ る 。  

半 公 的 な 場 ： 話 し 手 が プ ラ イ ベ ー ト な 場 で な く 、 仕 事 上 で の 立

場 で 話 し て い る 。 話 し 手 は １ 人 で 、 聞 き 手 は １ 人 か 或 い は 不 特

定 多 数 で あ る 。  

私 的 な 場 ： 話 し 手 が プ ラ イ ベ ー ト な 立 場 で 話 し て い る の が 特 徴

で あ る 。  

授 受 動 詞 と 言 っ た ら 、「 や る ・ あ げ る ・ さ し あ げ る 」「 く れ

る ・ も ら う 」「 く だ さ る 、 い た だ く 」 の よ う な 狭 義 の 授 受 動 詞

と 言 わ れ る も の が 浮 か ぶ が 、「 借 り る・貸 す 」「 教 え る・教 わ る 」

「 与 え る 」 な ど と い っ た も の は 、 広 義 の 授 受 動 詞 の 範 疇 に 入 る

た め 、 本 論 文 で は 「 頂 戴 」 に 関 わ り の あ る も の の み を 扱 う こ と

に す る 。従 っ て 授 受 動 詞 に 関 し て は 恩 恵 的 な 言 い 方 だ け を 対 象

に し 、 非 恩 恵 的 な 言 い 方 を 考 察 対 象 か ら 外 す 。 ペ ー ジ 数 の 関 係

で 敢 え て 収 集 例 を 簡 略 に 挙 げ る 。  
 

3 . 1  「頂 戴 する」 

本 動 詞 と し て 使 わ れ る「 ～ を 頂 戴 す る 」は「 漢 語 名 詞 ＋ す る 」

と 認 識 さ れ 、 か な り レ ベ ル の 高 い 謙 譲 語 で あ る 。 こ れ は 「 も ら

う 」 の 謙 譲 語 で あ る 「 い た だ く 」 と 同 じ 用 法 で あ る の で 、 外 国

人 の 学 習 者 に も 比 較 的 に 分 か り や す い 。そ の 働 き は “ 話 題 主 を

低 め 、そ の 行 為 の 向 か う 相 手 方 を 高 め る 表 現 の た め に 用 い ら れ

る 敬 語 。 ” と 定 義 す る 。（ 「 2 - 2」 を 参 照 ）  

「 ～ を 頂 戴 す る 」 は 「 敬 意 を 表 わ し て 、 い た だ き 物 な ど を 目

よ り 高 く さ さ げ 、 頭 を さ げ る こ と と か 、 動 作 の し ぐ さ と 共 に 表

現 す る 」 と い う の が 本 来 の 説 で あ る 。「 ～ を 頂 戴 す る 」 に 関 す

る 収 集 例 を 分 析 し た 結 果 、 殆 ど が プ ラ イ ベ ー ト な 、 私 的 な 場 で

あ り 、 公 的 な 場 に は あ ま り 使 わ れ な い こ と が わ か っ た 。  

                                                  
7  蔡 （ 2 0 0 6： ｐ 1 4 5） に よ る も の で あ る 。  
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〔 例 文 〕  

1） 神 仏 や 帝 に 関 す る も の  

( 1 )  帝 に 向 か っ て ど う い う 言 葉 遣 い を す れ ば い い の か も 、六 郎

は わ か ら な か っ た 。（ 中 略 ）「 い え 、恩 賞 を 頂 戴 す る わ け に

は い か な い 、 と 申 し 上 げ よ う と 思 い ま し た 」「 ほ う 、 な ぜ

だ 」「 負 け 戦 に 、 恩 賞 な ど あ ろ う は ず も あ り ま せ ん 。 勝 っ

て 恩 賞 を 頂 戴 す る の が 、軍 人 と い う も の で す 。私 は 、幼 い

こ ろ よ り 、そ う 教 え ら れ て 育 ち ま し た 」（ 楊 家 将 ― 上 p 1 3 8） 

( 2 )  深 信 解 ― 深 い 心 で 信 解 す る と は 、法 華 経 を 頭 脳 の 一 角 で 論

理 的 に 理 解 す る 知 識 だ け で は な く 、胸 奥 の 深 い と こ ろ で う

な ず く 信 心 の 智 慧 で す 。深 い 心 で 信 解 し 、さ ら に 法 華 経 を

読 誦 し 、信 奉 す る 人 は「 如 来 を 頂 戴 し た て ま つ る 」こ と が

で き る の で す 。如 来 を 頂 戴 し た て ま つ る と は 、如 来 と 衆 生 .

法 華 経 の 教 え と 信 者 た ち と の 間 の 気 持 ち が 通 い 合 い 衆 生

の 信 心 と 如 来 の は た ら き が 通 じ 合 い 如 来 と 衆 生 と が 融 合

す る こ と で す 。 こ れ を 感 応 道 交 と も い い ま す 。（ い ろ は に

法 華 経  ｐ 140）  

2） 家 族 間 に 関 す る も の  

( 3 )  若いそば屋こそ、昔の夫の市之丞 であり、（中略）「…でも、

こ う し て 私 が 生 き て る 以 上 、あ れ だ け は ち ょ う だ い し て い

っ て 、 焼 い て し ま い ま す か ら … 」（ 石 中 、 ｐ 2208） ※ あ れ

と は「 俗 名 進 藤 ま き 子 之 霊 位 」と 記 さ れ た 位 牌 の こ と で あ

る 。（ 筆 者 ）  

( 4 )  両 親 に 宛 て て 、 言 い 訳 の 手 紙 を 書 か ざ る を 得 な か っ た 。  

 昨 年 来 、大 変 な お 世 話 に な っ て 描 き 上 げ た 拙 作 は 、い ろ い

ろ な 経 緯 は あ っ た も の の 、三 等 賞 を 頂 戴 す る こ と に な り ま

し た 。（ そ れ ぞ れ 、 ｐ 188）  

3） 客 観 描 写 に 関 す る も の  

( 5 )  筆十郎は十年前のギャバジンを、ズボンの長さだけ詰めて、

有 り が た く 頂 戴 し て い た 。一 年 に 一 度 か 二 度 し か 着 る 機 会
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が な か っ た が 、 中 略 。（ 地 、 p 2 1 2 ~ 2 1 3）  

( 6 )  井 上 喜 好 上 等 兵 は 、戦 車 砲 弾 に よ り 右 目 失 明 、中 略 。さ っ

そ く そ の 眼 鏡 を 頂 戴 し 、片 方 の レ ン ズ は 取 り 去 っ て 、片 方

を 煤 で 黒 く し 、 彼 は 使 用 し て い た 。（ 青 春 ｐ 217）  

４ ）「 上 ・ 下 ／ 強 ・ 弱 」 の 立 場 に 関 す る も の  

( 7 )土 岐 は 神 田 三 崎 町 の 糸 書 房 へ 出 か け た 。中 略 。用 立 て て ほ

し い と 女 社 長 に も ち か け る と 、「 先 生 、 そ う い う お 話 は 、

お 原 稿 を 頂 戴 し て か ら の こ と に し て い た だ け ま せ ん ？ 」と 、

（ 中 略 ）。  

 「 原 稿 は 二 週 間 以 内 に 、か な ら ず と ど け る 。な ん と か し て

も ら え な い か ね 」  

 「 こ う い う こ と は 、は っ き り と ケ ジ メ を つ け た 方 が よ ろ し

ゅ う ご ざ い ま す 。お 原 稿 さ え い た だ け ま し た ら 、い つ で も

印 税 を 支 払 わ せ て い た だ き ま す わ 」（ 中 略 ）（ 風 狂 ｐ 865～

867）  

( 8 )  筆 十 郎 が 溜 息 を つ い て か ら 、廊 下 に 出 る と 、青 年 が 煙 草 に

火 を 点 け て い る と こ ろ だ っ た 。「 お た が い 、 大 そ う な 役 を

も ら っ た も ん で す ね え 」青 年 は 苦 笑 し て 煙 を 吐 い た が 、筆

十 郎 の 真 面 目 な 顔 を み る と 笑 い を 押 し か く し て 云 っ た 。

（ 中 略 ）プ ロ デ ュ ー サ ー に 、突 然 筆 十 郎 は こ う 云 っ た 。（ 中

略 ）  

 「 旦 那 よ り 身 分 の 高 い 役 な ん で す っ て ね え 。ま あ 大 変 な 役

を 頂 戴 し た も ん で す よ 。 ね え 」（ 地 ｐ 2 4 3 ~ 2 4 6）  

( 9 )（ 作 者 が 読 者 へ ）（ 中 略 ） そ の 後 は 、 順 調 に 三 年 生 ま で 成

長 し て 、倶 楽 部 の 運 営 会 議 に も 参 加 さ せ て い た だ け る よ う

に な り 、そ し て 新 た な ミ ッ シ ョ ン（ 使 命 ）を ち ょ う だ い し

ま し た 。（ 自 分 ｐ 4 3 - 4 5）  

５ ） 緊 急 事 態 や 望 ま し く な い 事 態 に 関 す る も の  

( 1 0 )黒助はフラフラと立ち上がると、懐ろに隠し持った短刀を

引き抜いて、「奥様。お許し下さい。旦那様からのたっての
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御 命 令 で 、 い ま こ こ で 貴 女 様 の お 命 を ち ょ う だ い 致 さ ね ば

なりませぬ。ごめん…」と、切りかかっていった。  

（ 石 中 ｐ 2165～ 2166） ※ 黒 助 は 下 僕 の 老 人 で あ る 。（ 筆 者 ）  

 

収 集 例 を 使 用 場 面 、 意 味 分 類 、 置 き 換 え か ら 考 察 し た 。〔 表 - 1〕

は そ の 結 果 を 示 し て い る 。（  ） は 、 用 例 番 号 で あ る 。  

 

〔 表 ‐ １ 〕「 頂 戴 す る 」      

使 用 場 面：私 的 な 場  意  味  分  類  置  き  換  え  
1）神 仏 や 帝 に 関 す

る  例 ： ( 1 )  ( 2 )  
 

い だ だ く  
( 1 )： 変 え に く い  
( 2 )： 不 可 能 ※  

2） 家 族 間     
例 ： ( 3 )  ( 4 )  

も ら う ・ い だ だ く  ( 3 )：両 方 と も 可 能

( 4 )：「 い た だ く 」  
3） 客 観 描 写    

例 ： ( 5 )  ( 6 )  
も ら う ・ い だ だ く  両 方 と も 可 能  

4）「 上 ・ 下 ／ 強 ・

弱 」 の 立 場  

例 ： ( 7 )  ( 8 )  ( 9 )  

 
も ら う ・ い だ だ く  

 
両 方 と も 可 能  

5） 緊 急 事 態 や 望 ま

し く な い 事 態  

例 ： ( 1 0 )  

 
も ら う  

 
可 能  

6）「 た べ る 」の 意 。 
「 3 . 1 . 1」 を 参 照  
( 11 )  ( 1 2 )  

 
い た だ く  

 
可 能  

※  置 き 換 え ： 出 来 る と い う 意 を 可 能 と し 、 出 来 な い 意 を 不 可 能 と す る 。 

 

解  説 ：  

1）神 仏 や 帝 に 関 す る も の ： ( 1 )は 皇 帝 と の 会 話 、 ( 2 )は お 経 の 教

え （ 法 華 経 ） で あ る 。 こ れ は 最 も 典 型 的 な 用 法 だ と 思 わ れ る 。

「 頂 戴 す る 」 と は 何 か 『 日 本 国 語 大 辞 典 』 に よ れ ば 、  

“ い た だ き 物 な ど を 目 よ り 高 く さ さ げ （ 動 作 の し ぐ  

さ と と も に ） 頭 を さ げ 、 う や う や し く さ さ げ る こ と  

を い う ”  

と あ る 。し か し こ の よ う な 用 法 は そ も そ も 宗 教 か ら き た も の か

と 思 わ れ る 。 神 様 、 帝 、 お 上 の 「 威 厳 さ 」 を 恐 れ 、 鄭 重 に い う
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の が 「 頂 戴 す る 」 の 始 ま り だ と 考 え ら れ る 。 意 味 分 類 は 「 も ら

う ・ い た だ く 」 の 意 で あ る が 、  ( 1 )は 典 型 的 な 謙 譲 語 的 用 法 で

あ る「 も ら う・い た だ く 」に 置 き 換 え に く い 。 ( 2 )は 宗 教 関 係 の

慣 用 的 な 用 法 な の で 、 特 殊 的 な 例 で あ る 。「 も ら う ・ い た だ く 」

へ 置 き 換 え が で き な い 。  

2） 家 族 間 に 関 す る も の ： ( 3 )は 失 踪 で も う 死 亡 し た と 思 わ れ た

妻 が 昔 の 夫 と 再 会 し た 場 面 で あ る 。 か つ て 元 夫 婦 と は 言 え 、 再

会 し て も 、 赤 の 他 人 に な っ て し ま え ば 、 敬 語 遣 い を す る の は 不

思 議 で は な い 。日 本 の 社 会 組 織 で は 妻 が 夫 に 敬 語 遣 い を す る こ

と が あ る が 、 そ の 逆 は 「 男 尊 女 卑 」 の 悪 習 が ま だ 抜 け て い な い

か 、 ま だ 聞 い て い な い 。 ( 3 )も ( 4 )も 「 も ら う ・ い た だ く 」 へ の

置 き 換 え が で き る 。 家 族 間 は 、 敬 語 遣 い が 要 ら な い 。  

た だ し 家 族 間 に も 敬 語 を 使 う 場 合 が あ る 。「 ４ 待 遇 表 現 」 の 項

で ま た 触 れ る 。  ( 4 )は 公 か ら も ら っ た 賞 の こ と を 両 親 に 手 紙 で

説 明 す る 場 面 で あ る 。 別 に 「 頂 戴 す る 」 で 表 現 し な く て も い い

が 、 公 か ら （ 上 か ら 下 へ ） も ら う こ と に な れ ば 、 や は り 心 理 的

に も 多 少 丁 寧 に 言 お う と す る の が 普 通 で あ ろ う 。な お 手 紙 文 で

は 親 に も 話 し 言 葉 よ り 多 少 丁 寧 な 言 い 方 に な る の が 普 通 で あ

る 。 し か し こ の 場 合 の 「 頂 戴 す る 」 を 使 う の は 、 親 を 敬 意 配 慮

の 相 手 と せ ず 、「 公 」 を 相 手 に す る と こ ろ が 見 逃 せ な い 。 こ の

二 例 は ( 1 )の 典 型 的 な 謙 譲 語 と は 異 な り 、謙 譲 語 か ら 丁 寧 語 に 近

づ い て い る と 言 っ た 方 が 妥 当 か も 知 れ な い 。  

3） 客 観 描 写 に 関 す る も の ：  ( 5 )  ( 6 )の 例 は 作 者 が 第 三 者 と し て

の 客 観 描 写 で 、そ の 人 に な り き っ て 過 去 の こ と を 陳 述 す る 場 面

で あ る 。「 も ら っ て い た 」 も 「 い た だ い て い た 」 も 使 用 可 能 で

あ る が 、目 前 に い る 本 人 に 向 か っ て は 、は や り「 頂 戴 し ま し た 」

と い う ほ う が 自 然 で あ る 。 丁 寧 語 だ と 思 わ れ る 。  

4）「 上・下 ／ 強・弱 」 8の 立 場 に 関 す る も の：こ の「 上・下 」と

                                                  
8  「 上 ・ 下 」 は 、「 上 位 者 ・ 下 位 の 者 」 を 、「 強 ・ 弱 」 は 「 強 い 立 場 ・ 弱

い 立 場 」 を 指 す 。  
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は 心 理 的 な も の も 含 ま れ る 。こ れ は 日 本 の 封 建 社 会 が 崩 壊 し た

と 言 わ れ て も 縦 社 会 で は ま だ 見 ら れ る 。 会 社 な ど は 、「 社 長 ・

社 員 」が そ の 代 表 的 な 例 で あ る 。外 に も「 教 師・学 生 」「 医 者 ・

患 者 」「 雇 い 主・雇 い 人 」「 客・店 員 」な ど の 例 も よ く 見 ら れ る 。

下 位 の 者 が 上 位 者 に 敬 語 を 使 う の は 、日 本 社 会 に 見 ら れ る 傾 向

で あ る 。  ( 7 )  ( 8 )  ( 9 )は 謙 譲 語 で あ り 、「 も ら う ・ い た だ く 」 へ

の 置 き 換 え が で き る 。  ( 7 )は 出 版 社 の 女 社 長 と 小 説 家 の 先 生 と

の 会 話 場 面 で あ る 。 周 知 の 通 り 、 女 性 の 方 が 男 性 よ り 、 敬 語 を

比 較 的 使 い や す い 傾 向 に あ る 。  

① お 原 稿 を 頂 戴 し て か ら の こ と に し て い た だ け ま せ ん ？  

② お 原 稿 さ え い た だ け ま し た ら 、 い つ で も 印 税 を 支 払 わ せ  

て い た だ き ま す わ 。（ ① ② は 筆 者 ）  

上 記 の ( 7 )の ① ② 例 を 考 え て み よ う 。こ れ ら を「 も ら う・い た だ

く 」 に 変 え て も 可 能 で あ る 。  

① ′ お 原 稿 を も ら っ て か ら ／ い た だ い て か ら の こ と に し て い

た だ け ま せ ん ？  

② ′ お 原 稿 さ え も ら え ま し た ら ／ 頂 戴 し ま し た ら 、い つ で も 印

税 を 支 払 わ せ て も ら い ま す わ ／ い た だ き ま す わ 。  

次 の ( 8 )の 例 を 見 て み た い 。 次 の ③ は 同 じ 役 者 同 士 で あ る か ら 、

青 年 は 筆 十 郎 を 普 通 語 の 「 も ら う 」 で 待 遇 表 現 す る 。 こ れ に 対

し て 、 ④ は 、 筆 十 郎 は 雇 い 主 で あ る 旦 那 に レ ベ ル の 高 い 謙 譲 語

を 待 遇 し て い る 。  

③「 お た が い 、大 そ う な 役 を も ら っ た も ん で す ね え 」（ 青 年 は

筆 十 郎 に 言 う ）  

④「 ま あ 大 変 な 役 を 頂 戴 し た も ん で す よ 。ね え 」（ 筆 十 郎 は 旦

那 に 言 う ）  

( 9 )は 作 者 が 読 者 に 自 分 の こ と を 陳 述 す る 場 面 で あ る 。「 新 た な

ミ ッ シ ョ ン （ 使 命 ） を 頂 戴 し ま し た 」 を 「 も ら う ・ い た だ く 」

（ 次 の ⑤ の よ う ） に 変 え て も 可 能 で あ る が 、 読 者 の こ と を 「 お

得 意 さ ん 」 と 思 え ば 、 や は り 謙 譲 語 の 「 頂 戴 す る 」 を 使 い た く
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な る と い う 心 理 に 納 得 す る 。  

⑤ 「 新 た な ミ ッ シ ョ ン （ 使 命 ） を も ら い ま し た ／ い た だ き ま

し た 」  

5） 緊 急 事 態 や 望 ま し く な い 事 態 に 関 す る も の ： 緊 急 事 態 や 望

ま し く な い 事 態 の よ う な 場 合 に は 敬 語 が 用 い ら れ に く い 。 ( 1 0 )

の 「 お 命 を ち ょ う だ い 致 さ ね ば な り ま せ ぬ 。 ご め ん … 」 の 例 は

普 通 で な い 使 い 方 で あ る 。 雇 い 人 が 雇 い 主 の 命 令 で 、 奥 さ ん を

殺 害 す る 場 面 で あ る 。 雇 い 主 の 元 妻 を 敬 意 の 顧 慮 対 象 に す る 。

し か し こ れ は 謙 譲 語 的 な 用 法 で な く 、丁 寧 語 と い う べ き で あ ろ

う 。 普 通 、 犯 人 が 被 害 者 に 敬 語 遣 い を す る と す れ ば 、 皮 肉 な 言

い 方 に な る 。強 盗 な ど に 入 ら れ た 緊 急 の 場 合 を 考 え れ ば 分 か る

で あ ろ う 。「 あ な た を 生 か し て は 、 私 が 困 る 。 だ か ら 、 お 命 を

も ら わ な け ば … 。」 と 言 え な い こ と は な い 。 し か し 「 お 命 を い

た だ か な け ば … 。」 或 い は 「 お 命 を 頂 戴 し な け れ ば … 。」 と い う

よ う に 、 果 た し て 丁 寧 に い う 余 裕 が あ る の か 。 つ ま り 火 事 や 地

震 の よ う な 緊 急 事 態 の 場 合 は 「 危 な い ！ 逃 げ ろ 」 と い う の が 普

通 で あ る 。 敬 語 が 要 ら な い の で あ る 。  

 

ま と め ：「 頂 戴 す る 」 を 考 察 し て 、 次 の こ と が わ か っ た 。  

使 用 場 面 ： 私 的 な 場 に 使 わ れ る が 、 公 的 な 場 に は 使 え に く い 。 

1》 宗教関係のような慣用句や神仏や公には、「頂戴する」が使い

やすいが、緊急事態や望ましくない事態には、使わない。  

2》 敬 意 の 配 慮 対 象 は ソ ト の 人 間 で あ る 。 話 し 手 が 男 女 と も 関

係 な し に 使 え る 。  

3》「 食 べ る 」 の 意 で あ る 。 次 の 3 - 1 - 1「 食 べ る 」 を 参 照 。  

意 味 分 類 ：「 も ら う ・ い た だ く 」 の 意 。  

置 き 換 え ：  

4》 家 族 間 の 会 話 、 緊 急 事 態 の 場 面 に は 、「 も ら う 」 が 比 較 的 に

使 い や す く 、「 頂 戴 す る 」 が 使 い に く い 。  

5》「上・下／強・弱」の立場、客観描写のような場合は、「もらう・
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いただく・頂戴する」のどれを使うかは、場面、状況に よ り 、  

作 者 の 待 遇 態 度 9に 任 せ る 。  

 

3 . 1 . 1  「食 べる」の意 であるもの 

本 来 、「 い た だ く 」 は 頭 上 に 載 せ る 意 味 を 表 し た 語  

で あ る 。 中 世 以 降 ， 上 位 の 者 か ら 物 を も ら う 際 に 頭  

上 に 載 せ る よ う な 動 作 を し た こ と か ら 「 い た だ く 」  

に 「 も ら う 」 と い う 意 味 の 謙 譲 用 法 が 生 じ た 。 や が  

て 上 位 の 者 か ら も ら っ た も の や 神 仏 に 供 え た も の を  

飲 食 す る 際 に も 頭 上 に 載 せ る よ う な 動 作 を し 、 食 事  

を し た こ こ か ら 飲 食 を す る 意 味 の 謙 譲 用 法 が 生 ま れ 、  

食 事 を 始 め る 際 の 挨 拶 と し て 「 い た だ き ま す 」 と い  

う よ う に な っ た 1 0。  

ま た 、 誰 に 対 し て 「 い た だ き ま す 」 と い う の か 、 面 白 い 説 が

あ る の で 、 紹 介 す る 。  

「 い た だ き ま す 」 は 日 常 的 な 習 慣 と な っ て い る 。 料 理

や 食 材 を 作 っ た 人 び と に 思 い を 致 し 、 そ の 労 働 を 頂 戴

し て い る 、 と い う 了 解 も あ り う る だ ろ う 。 し か し 、 そ

の 原 義 は そ も そ も 多 種 多 様 な 動 物 や 植 物 の 「 い の ち 」

を い た だ い て い る と い う 意 味 で は な か っ た か 。 こ う し

た 認 識 は 今 日 ま す ま す 重 要 で あ る と 思 わ れ る 。 地 球 上

で 1 人 勝 ち を つ づ け て き た 人 類 が い よ い よ 引 責 し な け

れ ば な ら な い 現 在 、 最 も 重 要 な 認 識 と は 、 こ う し た 謙

虚 さ で は な い だ ろ う か と 、小 長 谷（ 2005： ｐ 1 巻 頭 言 ）

が 述 べ て い る 。  

 

〔 例 文 〕  

 ( 11 )「 二 人 が 出 て 行 っ た 後 で 、我 輩 は 一 寸 失 敬 し て 寒 月 君 の 食

                                                  
9  待 遇 態 度 と は 何 か 、「 4 - 2 待 遇 表 現 と は 」 を 参 照 。  
1 0  『 語 源 由 来 事 典 』 に よ る も の 。  
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い 切 っ た 蒲 鉾 の 残 り を 頂 戴 し た 。 我 輩 も 此 頃 で は 普 通 一

般 の 猫 で は な い 。 中 略 。 蒲 鉾 の 一 切 位 頂 戴 し た っ て 人 か

ら 彼 此 云 わ れ る こ と も な か ろ う 」（ 漱 石 、 p 3 2）  

 ( 1 2 )  プ ロ デ ュ ー サ ー は 青 く な っ て 、ま た 筆 十 郎 を 詰 問 し た が 、

「 へ え 、 御 膳 は ず っ と 頂 い て ま せ ん 」 と 澄 ま し て い る 。

（ 地 ｐ 2 4 3 ~ 2 4 6）  

 

解  説 ：  ( 1 2 )は 「 い た だ く 」 の 用 例 で あ る が 、「 頂 戴 す る 」 と

比 較 す る た め 、 入 れ る の で あ る 。「 飲 食 」 に 対 し て 「 食 べ る 」

の 意 で あ る 「 い た だ く 」「 頂 戴 す る 」 と い う 言 い 方 が あ る が 、  

「 も ら う 」 に は 「 飲 食 」 の 意 に な ら ず 、 置 き 換 え ら れ な い 。  

収 集 例 の ( 11 )は 一 見 、 謙 譲 語 的 な 用 法 で あ る が 、 丁 寧 語 的 な 用

法 で あ る 。 ま た 「 4 - 2 待 遇 表 現 と は 」 で 述 べ る 。 ま ず 動 作 主 を

考 え て み た い 。  ( 1 2 )は 、動 作 主 が 話 し 手 で あ り 、自 分 の 動 作 を

へ り く だ っ て 言 う「 頂 戴 す る 」を 謙 譲 語 と し て 使 わ れ る 。一 方 、

( 1 2 )は 動 作 主 が 目 前 に い な い 第 三 者 を 客 観 描 写 す る 場 面 で あ る 。

従 っ て 、 敬 意 の 顧 慮 の 対 象 は 、 第 三 者 で な く 、 目 の 前 に い る 聞

き 手 で あ る か ら 、「 丁 寧 語 」 の 範 疇 に な る 。  

 

3 . 2 「～を頂 戴 」 

 「 ～ を 頂 戴 。」 は 動 詞 的 な 漢 語 名 詞 と し て 使 わ れ 、 無 活 用 動

詞 で あ る 。 助 詞 の 「 を 」 省 略 し 、 た だ 「 頂 戴 」 だ け と い う 形 も

よ く 耳 に す る 。 収 集 例 に は 両 方 と も 出 て い る の で 、 い っ し ょ に

す る 。 両 者 は 親 愛 語 と し て 使 わ れ 、 相 手 に 要 求 ・ 指 示 ・ 懇 願 と

い う 意 を 、 親 し み を 込 め て い う 語 で あ る 。 ウ チ の 者 に も ソ ト の

人 間 に も 使 え る 。 た だ し 目 上 の ヨ ソ の 人 に は 使 え に く い 。「 ～

を し て く だ さ い 。」 の 意 味 で あ る 。『 日 本 国 語 大 辞 典 』（ 1 9 7 6）

に よ れ ば  “「『 何 か ご 褒 美 を 頂 戴 』 と 女 は 急 に 甘 へ る 様 に 云 っ

た 」 と い う よ う な 用 法 は も と 、 手 で 物 を い た だ く し ぐ さ と 共 に

「 頂 戴 仕 る 」の 省 略 形 と し て 用 い ら れ た の に 始 ま る と 思 わ れ る 。
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明 治 以 後 現 代 で は 主 と し て 婦 人 、幼 児 語 と し て 用 い ら れ る ” と

い う 。松 下（ 1 9 2 3： p 3 3 - 3 4）も 、頂 戴 、拝 見 、拝 借 は 、無 活 用

動 詞 で あ る と い う 。奥 山（ 1976： 4 1）は“ 物 を く れ た り 動 作 を

し た り す る こ と を 促 す こ と ば と し て 「 頂 戴 」「 ～ て 頂 戴 」 が あ

る が 、 こ れ は 敬 語 と は い え な い ”。 こ れ に つ い て 「 4 待 遇 表 現 」

で ま た 触 れ る 。  

筆 者 は 「 ～ を 頂 戴 」「 ～ を し て 頂 戴 」 を 敬 語 表 現 の 親 愛 語 と

し て 、認 識 す る 。定 義 は「 4 . 1 親 愛 語 は 」で 後 述 す る 。大 石（ 1 9 7 6：

ｐ 1 3 0 - 1 3 1） も 親 愛 語 を 待 遇 語 の 一 類 と 認 め る 。 な お 、「 頂 戴 」

を 聞 き 手 親 愛 語 と よ び 、 専 ら 聞 き 手 に 対 す る も の で あ る 。 ぼ く

（ 男 児 へ の 呼 び か け ）、 い ら っ し ゃ い 、 ち ょ う だ い 、 な さ い 、

お い で 、 な ど 。 1 1  

辞 書 の 概 説 に あ げ る 次 の 用 例 を 考 え て み よ う 。  

・「 頂 戴 」：「 イ ワ シ を ３ 匹 頂 戴 」「 こ れ 、 一 つ ち ょ う だ い な 。」  

・「 て 頂 戴 」：「 そ の 新 聞 を 取 っ て 頂 戴 」、「 こ の 本 を 見 せ て 頂 戴 」、 

こ の よ う な 言 い 方 は 下 町 言 葉 で は な い か と 思 わ れ 、伝 統 的 な

日 常 生 活 用 品 の 店 や 伝 統 市 場 、 個 人 商 店 な ど の 場 合 な ら 、 お 互

い に 親 し み を 感 じ ら れ 、 よ く 使 わ れ る 。 顔 な じ み の 客 が 多 い か

ら で あ る 。 一 方 、 ブ ラ ン ド 品 店 や 大 き い デ パ ー ト の よ う な 所 で

は 「 く だ さ い 」 を 使 う の が 普 通 で あ ろ う 。 も し 使 わ れ た ら 、 親

し み ど こ ろ か 却 っ て 品 格 が 落 ち 、少 々 不 愉 快 さ を 与 え る 恐 れ が

あ る 。 前 者 と 比 べ 、 後 者 の 方 は 顔 な じ み の 客 が 少 な い 場 所 で あ

り 、 ビ ジ ネ ス 敬 語 が 使 わ れ る と 伺 え る 。  

待 遇 語 と い う も の は 表 現 的 、 心 理 的 な も の 、 社 会 関 係

に 密 着 す る 言 語 生 活 、 言 語 行 動 的 側 面 の 強 い も の で あ

る た め 、 場 に 応 じ て 待 遇 的 働 き を 変 え る 、 互 い に 流 用

さ れ る も の が あ る か ら で あ る（ 大 石 、197 6：ｐ 1 3 0 - 1 3 1）。

                                                  
1 1  大 石 （ 同 書 ） は 、 親 愛 語 を 一 般 親 愛 語 と 聞 き 手 親 愛 語 に 分 け る 。 一 般

親 愛 語 は 、聞 き 手 を 含 ん で 一 般 者 に 対 す る も の 。「 ～ さ ん 、～ く ん 、～ ち

ゃ ん 、 パ パ 、 マ マ 、 あ げ る 、 人 の 名 の 呼 び 捨 て 」 の 例 で あ る 。  
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言 語 生 活 も 、 常 に 時 代 と 共 に 変 化 す る も の だ と 認 識 さ

れ る 。「 頂 戴 す る 」 は 謙 譲 語 と し て 使 わ れ る が 、「 ～ を

頂 戴 」 は 謙 譲 語 的 な 用 法 か ら 「 親 愛 語 」 に 変 わ っ た と

言 え よ う 。  

〔 例 文 〕  

1） 家 族 間 の 対 話   

(13)席 を 立 っ た
は じ め

一 に 、 母 は 初 め て 甘 え て み た 。「 ね え 、 お 茶 、

頂 戴 」「 自 分 で や り な よ 、 も う … 」（ 中 略 。）（ 君 、 p 3 9）  

( 1 4 )妻 が 妹 を 連 れ て き た 。「 こ れ ち ょ う だ い 」ハ ナ が そ う 言 っ て

… 中 略 。（ 宵 ｐ 76-89）  

2） 学 校 関 係  

( 1 5 )「 ヤ ッ タ ー 」「 教 え て あ げ た ん だ か ら 、先 生 の 給 料 、ボ ク に

ち ょ う だ い 」（ 授 業 ｐ 3 7 - 3 8）  

( 1 6 )お や つ の 時 間 で す 。 り ょ う 「 今 日 の レ モ ン キ ャ ン テ ィ ー は

お い し か っ た 」 み ん な が 「 ち ょ う だ い 、 ち ょ う だ い 」 っ て 言 っ

て （ 中 略 ）。（ う ち の 子 、 ｐ 73）  

( 1 7 )内 山 由 季 子 先 生 か ら 拓 也 君 へ の 手 紙  

お 盆 を 過 ぎ て か ら は 半 袖 の ブ ラ ウ ス で は 肌 寒 く 感 じ ま す 。（ 中

略 ） ま た 、 手 紙 を ち ょ う だ い 。（ 雪 ｐ 7 1－ 13）  

3） ビ ジ ネ ス 関 係  

( 1 8 )和 服 の 女 が 、「 勘 定 は 小 切 手 を 渡 す か ら と い う お 話 だ っ た

の よ 。 小 切 手 ち ょ う だ い 、 番 頭 さ ん 」（ 石 中 ｐ 321～ 324）  

( 1 9 )お 銀 さ ん は 「 あ ん な こ と 言 っ て … 。 今 度 顔 を 当 り に 来 た ら

耳 を 剃 ぎ 落 し て や り ま す か ら ね 。貴 方 、私 に も 一 杯 ち ょ う だ い 。

… 中 略 。」（ 石 中 ｐ 943～ 945）  

( 2 0 )ハ ル 子 さ ん は 、「 あ ら 、上 手 な 紙 芝 居 屋 さ ん ね 、壱 円 や る か

ら 飴 ち ょ う だ い 」 と 言 っ た と い う 。（ 石 中 ｐ 679～ 680）  

 

〔 表 － 2〕 は 考 察 し た 結 果 で あ る 。（  ） は 、 用 例 番 号 で あ る 。 
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〔 表 ‐ ２ 〕「 ～ を ち ょ う だ い 」  

使 用 場 面：私 的 な 場  意  味  分  類 置  き  換  え  
1） 家 族 間 の 対 話  
例 ： ( 1 3 )  ( 1 4 )  

く れ ・ く だ さ い 両 方 と も 可 能  
 

2） 学 校 関 係  
例 ： ( 1 5 )  ( 1 6 )  ( 1 7 )   

く だ さ い  可 能  

3） ビ ジ ネ ス 関 係  
例 ： ( 1 8 )  ( 1 9 )  ( 2 0 )  

 
く れ ・ く だ さ い

( 1 8 )： く だ さ い  
( 1 9 )  ( 2 0 )両 方 と も 可 能  

解説：  

1 )  家 族 間 の 対 話 ： (13)も  (14)も 家 族 間 の 会 話 場 面 で あ る 。 家

族 間 の 会 話 で は 命 令 形 の 「 く れ 」 も 「 く だ さ い 」 も 使 わ れ

る 。 し か し 女 性 な ら 「 く だ さ い 」 の 方 は 比 較 的 言 い や す い

が 、 男 性 な ら 、「 く れ 」 へ の 言 い 換 え も 可 能 で あ る （ お 茶 、

く れ ）。要 求 や 指 示 、或 い は 懇 願 と い う ニ ュ ア ン ス が 取 れ る 。 

2）学 校 関 係：  ( 15 )  ( 16 )  ( 17 )は 教 師 と 生 徒 と の 対 話 で あ る 。毎

日 顔 を 合 せ る 親 し い 間 柄 だ か ら 、使 わ れ や す い 。( 1 5 )は 男 子

生 徒 は ま だ 子 供 で あ る か ら 、「 く だ さ い 」よ り 頂 戴 の 方 が 使

い や す い 。 ( 1 7 )女 先 生 が 教 え 子 に 出 す 手 紙 文 で あ る 。「 手 紙

を く だ さ い 」 と い う の が 普 通 で あ る が 、「 頂 戴 」 が 使 わ れ る

の は 、不 自 然 で は な い 。 ( 1 6 )は 場 面 に よ る「 ち ょ う だ い 、ち

ょ う だ い 」 と い う よ う に 重 ね て 使 う と 、 強 く 「 促 す 」 ニ ュ

ア ン ス が 取 れ る 。（ 2 . 4 を 参 照 ）  

3）ビ ジ ネ ス 関 係： ( 1 8 )は 飲 み 屋 の お 上 さ ん が 集 金 に 来 た 場 面 で

あ り 、お 得 意 さ ん に は 命 令 形 の「 く れ 」が 言 い に く い が 、 ( 1 9 )  

( 2 0 )で は「 く れ 」が 言 え な い こ と は な い 。 ( 1 9 )は 客 も い る 店

頭 で 自 分 の 夫 に 「（ 酒 を ） 一 杯 く れ 」、 ( 2 0 )、「 飴 、 く れ 」 と

言 え な い こ と も な い が 、 女 性 に は 「 く だ さ い 」 の ほ う が 言

い や す い 。 し か し 、 こ の 場 合 、「 く だ さ い 」 は 社 交 敬 語 と も

言 え よ う 。( 1 9 )は 直 接 的 な 敬 語 の 配 慮 相 手 を 夫 に す る の で な

く 店 頭 に い る 客 に し て い る か ら 、 美 化 語 に 入 れ た い 。  
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ま と め ：「～を 頂 戴 」 を し た 結 果 を 次 の よ う に 示 す 。  

使 用 場 面 ： 私 的 な 場 に 使 わ れ る が 、 公 的 な 場 に は 使 え に く い 。 

1》 家 族 間 な ど の よ う な プ ラ イ ベ ー ト な 場 に よ く 使 わ れ る 。  

2》  学 校 で も 使 わ れ 、親 し み を 感 じ る か ら 比 較 的 に 使 い や す い 。 

  家 族 間 と 学 校 関 係 に よ く 使 わ れ る「 頂 戴 」は 親 愛 語 で あ る 。  

3》ビ ジ ネ ス に は 、あ ま り 使 わ な い が 、非 常 に 親 し い 常 連 客 に は

使 わ れ 、 美 化 語 と 見 て い い 。  

意 味 分 類 ：「 く れ ・ く だ さ い 」 の 意 。  

置 き 換 え ：「 く れ ・ く だ さ い 」 の 選 択 は 、 話 者 の 待 遇 態 度 に よ

る も の で あ る が 、 次 の こ と が 言 え よ う 。 引 用 文 節 を 除 き 、 女 性

に は 「 く れ 」 よ り 「 く だ さ い 」 の 方 が 比 較 的 多 用 さ れ る 。 し か

し 親 し い 間 柄 で は 「 頂 戴 」 の 方 が よ く 用 い ら れ る 。 一 方 、 男 性

な ら 、「 頂 戴 」 の 代 わ り に 「 く れ 」 を 使 う こ と も よ く あ る 。 こ

れ も 親 し い 仲 間 や 家 族 に 限 る 。（ 「 母 さ ん 、 お 茶 く れ 」 な ど 。）  

 

3 . 3  「～て頂 戴 」 

「 ～ て 頂 戴 」 は 補 助 動 詞 と し て 使 わ れ る 。 補 助 動 詞 の 「 ～ て

く だ さ い 」 の 意 で あ る 。 な お 漢 語 名 詞 の 「 頂 戴 」 と も 親 愛 語 と

し て 私 は 認 識 す る 。 文 法 の 働 き は 「 ～ を 頂 戴 」 と 同 じ で あ り 、

文 末 は 活 用 し な い 。 松 下 （ 1 930： p 3 9 4 - 4 0 0） は 、「 利 益 態 」 と

い う こ と を 説 い て い る 。 な お 、「 ～ て 頂 戴 」「 ～ て い た だ く 」

「 ～ て も ら う 」「 ～ て 願 う 」の 類 を「 自 行 自 利 態 」と 称 し 、“ 他

人 の 動 作 を 受 け て 自 己 の 動 作 と し 、そ の 受 け る こ と が 自 己 の 利

益 で あ る こ と を 表 す ” と い う 。  

収 集 例 を ま と め る と 、 次 の よ う な 場 面 で 使 わ れ る 。 ペ ー ジ 数

の 関 係 で 、 例 を 簡 単 に あ げ る こ と も あ る 。  

 

〔 例 文 〕  

1)家 族 間 の 会 話  

( 2 1 )元 子 は 、知 也 が 出 る と 、「 き て ち ょ う だ い 。え え 、す ぐ 」「 あ
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な た 、 起 き て く だ さ い 」 元 子 に 揺 り 起 こ さ れ て 、 土 岐 は 眠 り か

ら 醒 め た が 、 … 中 略 。（ 風 狂 ｐ 135 3～ 1 3 5 5）  

( 2 2 )酒 場 に 於 け る 刑 事 と マ ダ ム 亜 紀 子 と の 問 答 、中 略 。「 牧 山 先

生 は こ こ の う ち に 借 金 が あ り ま す か 」 … 中 略 。「 見 て ち ょ う だ

い 。 あ ん た … ち ょ っ と お 待 ち 下 さ い 」（ 七 人 ｐ 129～ 130）  

( 2 3 )引 っ 張 ら れ て い る 女 の 子 は 、 や っ と 胸 か ら 上 を も た げ て 、  

「 う ち は よ か 。 あ ん た 逃 げ て 頂 戴 。 中 略 。」（ 紫 ｐ 66）  

( 2 4 )「 お 母 さ ん だ よ う 、 開 け て ち ょ う だ い 。 ま だ 寝 て る の 。 急

ぎ の 用 事 が あ る か ら 、 早 く 開 け て 」（ 人 生 ｐ 83）  

( 2 5 )彼 女 は 「 貯 金 は 半 分 の こ し て 置 い て ち ょ う だ い 。 半 分 は わ

た し の 分 で す か ら ね 」 ･･･中 略 。（ 人 間 、 ｐ 583～ 5 8 5）  

( 2 6 )「 気 に せ ず 寝 て 頂 戴 」 と 私 が 言 っ た ら … 中 略 。（ ガ ン ｐ 4 7） 

( 2 7 )「 わ か っ て あ げ て ち ょ う だ い 」（ 風 狂 ｐ 342～ 3 4 4）  

( 2 8 )  母 ギ ツ ネ は 、「 今 朝 は お き て ち ょ う だ い 。」（ い な り ｐ 4 1）  

( 2 9 )母 は 「 今 日 は お 願 い だ か ら 行 っ て ち ょ う だ い 」（ 僕 は ｐ 2 9） 

( 3 0 )母 「 お い し そ う な の を と っ て き て ち ょ う だ い ね 」（ 声 ｐ 3 9） 

( 3 1 )「 レ オ ン 、 レ オ ン ！ 起 き て ち ょ う だ い ！ 」（ 天 ｐ 2 2 - 2 3）  

( 3 2 )「 い い え 、 教 え て ち ょ う だ い 」（ 家 康 ｐ 123）  

( 3 3 )「 メ モ し て ち ょ う だ い 」（ 幽 霊 を ｐ 129）  

( 3 4 )「 お 父 さ ん 、 え え か げ ん に し て ち ょ う だ い 」（ 赤 ｐ 86）  

( 3 5 )「 お 母 さ ん 、 い っ ぱ い ご は ん を た べ さ せ て ち ょ う だ い ね 」

「 そ れ ま で 辛 抱 し て ち ょ う だ い ね 」（ 脱 ｐ 8 5）  

( 3 6 )「 ほ ん の 暫 く 、 待 っ て て ち ょ う だ い 」（ 風 狂 ｐ 2 4 7～ 2 4 8）  

( 3 7 )「 ダ メ だ っ て 言 っ て ち ょ う だ い 」（ 幻 想 ｐ 29）  

( 3 8 )「 自 分 を も っ と 大 切 に し て 頂 戴 ！ 」（ 愛 ｐ 350）  

( 3 9 )「 信 夫 さ ん 、 先 に 休 ん で 頂 戴 ね …中 略 。」（ 擁 ｐ 2 7～ 28）  

2 )学 校 関 係  

( 4 0 )「 学 校 へ 来 る と き に 、 寄 っ て み て ち ょ う だ い 。 先 生 が 心 配

し て い た か ら っ て 。 … 中 略 。」（ 人 間 ｐ 1109 - 1110）  

( 4 1 )志 野 田 先 生 は ゆ っ く り と 中 略 。「 「 僕 の 名 前 、 知 っ て る ？ 」 
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「 知 ら な い 。 教 え て ち ょ う だ い 」（ 人 間 ｐ 1 7 6～ 1 7 7）  

( 4 2 )「 自 分 の 名 前 を 大 き な 字 で 書 い て ち ょ う だ い 。」中 略 。学 級

経 営 の 第 一 歩 は 、 子 供 の 名 前 を 知 る こ と で あ っ た 。 名 を 知 る こ

と に よ っ て 、あ た ら し い 先 生 と 生 徒 と の あ い だ は 何 歩 か 近 づ い

て く る 。（ 人 間 ｐ 187～ 1 8 8）  

( 4 3 )「 腹 が 立 っ た こ と も 書 い て 頂 戴 」（ 人 間 ｐ 191～ 192）  

( 4 4 )「 和 田 君 … 」と 先 生 は や さ し く 呼 び か け る 。「 そ の 写 真 、先

生 に 見 せ て ち ょ う だ い 」（ 人 間 ｐ 4 6 9～ 4 7 0）  

( 4 5 )山 本 拓 也 か ら 内 山 先 生 へ の 手 紙  

プ レ ゼ ン ト を 送 り ま す 。 受 け 取 っ て く だ さ い 。（ 雪 ｐ 7 1 - 1 3）  

3 )友 人 ・ 恋 人 同 士  

( 4 6 )「 八 重 子 。 で も こ の 決 心 だ け は い く ら 相 手 が 貴 女 で も 変 わ

り ま せ ん 。 分 か っ て 頂 戴 。」（ 女 p 11 2）  

( 4 7 )ジ ー ン は「 私 は こ こ に い な い と 言 っ て 頂 戴 」。（ A M E R I C A N  

P R O M E T H E U S  p 2 6 3）  

( 4 8 )母 は 、「 そ う し て ち ょ う だ い 」（ 美 人 ｐ 1 3 - 1 4）  

( 4 9 )「 そ っ ち は そ っ ち で や っ て ち ょ う だ い ！ 」（ 思 い 、 ｐ 154）  

( 5 0 )麗 子 は 言 っ た 。「 も う 半 年 待 っ て 頂 戴 。」（ 拾 p 2 0 5 ~ 2 0 6）  

( 5 1 )「 今 は 、 私 の こ と だ け 考 え て ち ょ う だ い 。」（ 残 照 ｐ 110）  

( 5 2 )「 私 は 疲 れ た の 。 わ か っ て 頂 戴 」（ 超 人 ｐ 132－ 133）  

4 )ビ ジ ネ ス 関 係  

( 5 3 )品 の よ い 奥 さ ん が 出 て 来 て 、「 あ ら 、 美 味 し そ う ね 。 じ ゃ 、

こ れ に 十 枚 の せ て 頂 戴 」（ 五 円 ｐ 112）  

( 5 4 )澄 江 夫 人 は 「 中 略 。 … ね え 先 生 、 今 夜 は ゆ っ く り し て ち ょ

う だ い よ 。 何 で も 御 馳 走 す る わ 」（ 人 間 ｐ 4 8 9～ 4 9 0）  

( 5 5 )そ し て 。「 さ あ 、顔 を 洗 っ て ち ょ う だ い 」と 言 っ て み る の で

す 。（ 本 ｐ 310）  

5 )「 上 ・ 下 ／ 強 ・ 弱 」 の 立 場 に 関 す る も の  

( 5 6 )僕 は「 見 て き て ち ょ う だ い 」と 、中 村 看 護 婦 に 言 う と 、「 は

― い 」 と 、 元 気 良 く 飛 び 出 し て 行 っ た 。（ 外 科 医 ｐ 113）  
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( 5 7 )い き な り 元 校 長 が か な 子 の 背 中 を 掌 で 押 す よ う に し た 。 中

略 。「 か ま わ な い か ら 、伝 票 で も 何 で も 整 理 し て ち ょ う だ い 」（ 晴

ｐ 2 4 6 - 2 4 7）  

 

〔 表 － 3〕 は 「 ～ て ち ょ う だ い 」 を 考 察 し た 結 果 で あ る 。（  ）

は 、 用 例 番 号 で あ る 。  

 

〔 表 ‐ 3〕「 ～ て ち ょ う だ い 」  

使 用 場 面：私 的 な 場  意  味  分  類 置  き  換  え  
1） 家 族 間 の 対 話  
夫 婦 ： ( 2 1 )  ～  ( 2 5 )  
親 子 ： ( 2 6 )  ～  ( 3 7 )  
兄 弟 ： ( 3 8 )、 ( 3 9 )  

 
「 ～ て く れ ・ ～

て く だ さ い 」  
 

 
両 方 と も 可 能  
 

2） 学 校 関 係  
( 4 0 )～ ( 4５ )  

「 ～ て く れ・「 ～

て く だ さ い 」  
可 能 で あ る が 、「 く だ

さ い 」の 方 が 望 ま し い 。

3） 友 人 同 士  
友 人 ： ( 4 6 )～ ( 4 9 )   
恋 人 ： ( 5 0 )  ( 5 1 ) ( 5 2 )  

 
「 ～ て く れ ・ ～

て く だ さ い 」  

 
両 方 と も 可 能  

4） ビ ジ ネ ス 関 係  
( 5 3 )  ( 5 4 )  ( 5 5 )   

「 ～ て く れ ・ ～

て く だ さ い 」  
可 能  

5 ）「 上 ・ 下 ／ 強 ・

弱 」 の 立 場 ： ( 5 6 )  
( 5 7 )  

「 ～ て く れ ・ ～

て く だ さ い 」  
上 か ら 下 に ： 両 方 と も

可 能 。  
下 か ら 上 に ： く だ さ い  

 

解  説 ：  

1） 家 族 間 の 対 話 ： 気 を 使 わ な い 家 族 間 で は 「 ～ て 頂 戴 」 の よ

う な 言 い 方 が よ く 使 わ れ る 。 ( 3 1 )の 「 祖 母 が 孫 と の 会 話 」 と 、

( 3 8 )の 姉 妹 の 会 話 、 ( 3 9 )「 義 理 の 兄 弟 と の 会 話 」 を 除 き 、 殆 ど

が 「 夫 婦 の 対 話 」 及 び 「「 親 子 の 会 話 」 で あ る 。 前 述 し た よ う

に 女 性 は 命 令 形 の「 ～ て く れ 」を 夫 に 対 し て 比 較 的 言 い に く い 。

夫 な ら 逆 に 「 ( 2 3 )の 例 、 逃 げ て く れ 」 と 言 っ て も 不 思 議 で は な

い 。 こ の 場 合 は 親 愛 語 と も 言 え る が 、 し か し 、 ( 2 2 )は 夫 婦 二 人

だ け の 会 話 で な く 、刑 事 や 客 が い る 店 頭 で 夫 に い う 場 面 で あ る 。

( 2 1 )  は 子 供 に 「 来 て 頂 戴 」、 夫 に 「 起 き て く だ さ い 」 を 使 っ て
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い る 。 ( 2 1 )  ( 2 2 )は 「 4 - 2」 で ま た 触 れ よ う 。 ( 2 4 )は 「 2 - 4」 で 述

べ た よ う に 「 開 け て ち ょ う だ い 」 よ り 、「 早 く 開 け て 」 の 方 が

「 促 す 」 ニ ュ ア ン ス が 取 れ る 。  

2） 学 校 関 係 ：  

( 4 0 )～ ( 4 5 )は 教 師 と 生 徒 と の 会 話 で あ る 。「 3 . 2 頂 戴 」 で 触 れ た

よ う に 、 毎 日 顔 を 合 せ る か ら 、 気 軽 に 「 ～ て 頂 戴 」 が 使 え る 。

生 徒 た ち と の 距 離 感 が 縮 ま る と 思 わ れ る 。  ( 4 5 )は 「 ～ て 頂 戴 」

の 用 例 で は な い が 、 比 較 す る に は 、 良 い 例 で あ る 。 先 生 へ の 手

紙 文 で あ る か ら 、 目 上 の 先 生 に は 「 ～ て 頂 戴 」 が 言 え な い 。 意

味 分 類 は 、「 ～ て く だ さ い 」 と い う 意 味 で あ る 。  

( 4 2 )の “ 名 を 知 る こ と に よ っ て 、 新 し い 先 生 と 生 徒 と の 間 は 何

歩 か 近 づ い て く る 。” と い う こ と が 少 々 気 に な る 。 名 前 を 覚 え

る だ け で は「 何 歩 か 近 づ い て く る 」こ と が で き な い は ず で あ る 。

外 に も 表 情 や 言 葉 遣 い の 選 択 も 大 き く 左 右 さ れ る と 思 わ れ る 。

こ の 「 ～ て 頂 戴 」 こ そ 、 そ の 役 割 を 働 か せ て く れ る 。  

3） 友 人 ・ 恋 人 同 士  

こ れ ら は 友 人 同 士 や 恋 人 同 士 の 会 話 で あ る 。親 し い 間 柄 な ら

気 軽 に 使 わ れ る 。 ( 4 9 )は 先 輩 と 後 輩 の 対 話 で あ る 。  

4） ビ ジ ネ ス 関 係  

（ 55）は 商 売 の 宣 伝 で あ る が 、引 用 節 で あ る 。相 手 が 赤 ち ゃ ん

で あ る た め 、「 ～ て く れ 」 よ り 、「 ～ て 頂 戴 」 の 方 が 使 わ れ や す

い 。（ 53） は 客 が 物 売 り の 人 に 言 う 場 面 で あ る 。 こ の 例 で は 親

愛 語 と も 丁 寧 語 と も 言 え よ う 。「 ４ 待 遇 表 現 」 で ま た 述 べ る 。

（ 54）は 店 の お 上 さ ん が よ く 馴 染 み の 常 連 客 に 使 わ れ る 場 面 で

あ る 。 町 の 飲 み 屋 の お 上 さ ん が 客 を 自 分 側 に 引 き 寄 せ 、 親 し み

を 感 じ さ せ る た め 、働 き か け る と い う 場 面 は テ レ ビ の ド ラ マ に

は よ く 出 て く る シ ー ン な の で 、 想 像 が で き よ う 。  

5）「 上 ・ 下 ／ 強 ・ 弱 」 の 立 場 か ら  
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( 5 6 )  は 医 者 が 看 護 婦（ 士 ） 1 2に 言 う 場 面 で あ る 。患 者 が 看 護 士

を 呼 び 出 す ベ ル を 鳴 っ て い る 緊 急 事 態 な の で あ る 。医 者 が こ れ

を 「 ～ て く れ 」 に 言 い 換 え る こ と も 可 能 で あ る 。「 ～ て 頂 戴 」

の 方 が 親 し み を 込 め た ニ ュ ア ン ス が あ る 。( 5 7 )  は 校 長 が 事 務 員

に 言 う 場 面 で あ る 。「 医 者 ・ 校 長 」 が そ の 会 社 （ 病 院 ・ 学 校 ）

の 組 織 の 中 で 「 看 護 士 ・ 事 務 員 」 よ り 、 上 位 者 や 上 司 に 位 置 す

る 立 場 で あ る か ら だ と も 言 え よ う 。毎 日 顔 を 合 せ る 部 下 に は 比

較 的 使 い や す い 。こ の 二 例 は 男 性 に も 使 わ れ る こ と に 興 味 を 持

つ 。  

 

ま と め ：「 ～ て 頂 戴 」  

使 用 場 面 ： 私 的 な 場 に 使 わ れ る が 、 公 的 な 場 に は 使 い に く い 。 

1》  家 族 間 の よ う な プ ラ イ ベ ー ト な 場 で よ く 使 わ れ る 。 収 集 例

に は 《 妻 が 夫 に 、 母 親 が 子 供 に 》 の 場 面 が 一 番 多 く 出 て い

る 。 親 友 同 士 ・ 学 校 関 係 に も 使 わ れ 、 親 愛 語 と 見 て い い 。  

2》  商 い の よ う な 場 に も 使 わ れ る 。 こ れ ら は 馴 染 み の 常 連 客 で

あ る な ら 、 使 わ れ や す い 。 美 化 語 と し て 使 わ れ る 。  

3》  上 位 者 が 親 し い 下 位 の 者 に 使 い や す く 、親 愛 語 に 入 れ た い 。 

意 味 分 類 ：「 ～ て く れ ・ ～ て く だ さ い 」 の 意 。  

置 き 換 え ： 文 法 機 能 は 「 ～ を 頂 戴 」 と 同 じ で あ る 。 家 族 や 親 し

い 友 人 な ど に 男 性 な ら 命 令 形 の 「 く れ 」 を 使 う 傾 向 が あ る が 、

女 性 は 「 ～ て 頂 戴 」 を 多 用 す る 。 し か し 妻 が 夫 に 「 く だ さ い 」

を 使 っ て い る 例 も 見 ら れ る 。 ( 2 1 )の 例 。  

 

４ 待 遇 表 現 から見 た「頂 戴 」などの位 置 づけ 

4 . 1 親 愛 語 は、敬 語 なのか 

「 3 . 2」 で 触 れ た が 、 大 石 （ 1976） は「 頂 戴 」 を 聞 き 手 親 愛

語 と 称 す る が 、 奥 山 （ 1976： 41） は 、「 頂 戴 」「 ～ て 頂 戴 」 を

敬 語 だ と い う こ と を 認 め な い 。奥 山 が「 敬 語 」と 言 っ た の は 、

                                                  
1 2  今 の 日 本 で は 「 看 護 士 」 と 言 わ れ て い る よ う で あ る 。  
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狭 義 の 待 遇 表 現 の 意 味 を 指 し て い る と 思 わ れ る 。 従 っ て 「 親

愛 語 」 は 広 義 の 待 遇 表 現 の 範 疇 に 入 る か ら 、 敬 語 で あ る と 言

え る 。（ 2 . 1 を 参 考 ） 本 論 文 で 扱 っ て い る 考 察 の 対 象 と す る 三

つ の 文 型 を 広 義 の 待 遇 表 現 の 構 造 か ら 、大 ま か に 分 類 す る と 、

次 の よ う に な る 。  

・「 頂 戴 す る 」： 謙 譲 語  

・「 ～ を 頂 戴 」： 親 愛 語  

・「 ～ て 頂 戴 」： 親 愛 語  

分 類 の 定 義 は 前 記 の 「 2 . 1」 宮 地 （ 1968） に 従 う 。 宮 地 は 親  

愛 語 と は 何 か と 定 義 し て い な い の で 、 筆 者 は “ 親 愛 の 表 現 ・ 愛

情 を 示 す 表 現 で あ り 、 親 し い 間 柄 で な い と 使 え な い 。 使 う と 、

失 礼 に 当 た る 。 ま た 要 求 ・ 依 頼 ・ 指 示 ・ 懇 願 と い う ニ ュ ア ン ス

が 取 れ る 。” と 定 義 し て お く 。  

 

4 . 2 待 遇 表 現 とは 

「 待 遇 表 現 」 と は 、 何 か を 分 か り や す く 言 え ば  “ 話 者 が 聞 き

手 や 話 題 の 人 物 を ど ん な 表 現 で 待 遇 す る か と い う こ と ”で あ る 。

こ れ に つ い て 、 話 者 の “ そ の 待 遇 表 現 の 態 度 ” を 話 者 の 「 待 遇

態 度 」 と 呼 び た い 。 な お 言 語 表 現 の 選 択 余 地 が あ る と き 、 ど ん

な 待 遇 表 現 に す る か は 、全 て 話 者 の そ の 待 遇 態 度 に 任 せ る と い

う こ と に な る 。 同 じ 「 食 べ る 」 で も ど う 違 う か 、 一 例 を あ げ て

み よ う 。 ( 11 )  ( 1 2 )の 例 を 飲 食 に 関 す る 動 詞 に 変 え て み れ ば 、 も

っ と 分 か り や す い で あ ろ う 。  

⑥ 我 輩 は 寒 月 君 の 食 い 切 っ た 蒲 鉾 の 残 り を 頂 戴 し た 。 ( 11 ) 

⑦ 我 輩 は 寒 月 君 の 食 い 切 っ た 蒲 鉾 の 残 り を い た だ い た 。 ( 1 2 ) 

⑧ 我 輩 は 寒 月 君 の 食 い 切 っ た 蒲 鉾 の 残 り を 食 べ た 。  

⑨ 我 輩 は 寒 月 君 の 食 い 切 っ た 蒲 鉾 の 残 り を 食 っ た 。  

さ ら に こ れ ら を 待 遇 表 現 か ら み た 丁 寧 度 に つ い て 少 々 触 れ て

お く 。 数 値 で 表 す と 、 次 の と お り に な る 。 数 値 が 高 い 方 が 丁 寧

で あ る 。 ０ は 普 通 語 で あ る か ら 、 相 手 に 敬 意 の 顧 慮 を し な い と
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い う 意 で あ る 。  

「 ち ょ う だ い す る 」（ 謙 譲 語 ）： ＋ 2 

    「 い た だ く 」（ 丁 寧 語 ）： ＋ 1 

    「 食 べ る 」（ 美 化 語 ）：  ０  

    「 食 う 」（ 普 通 語 ）： － 1 

 言 葉 も 時 代 と 共 に 変 化 を み せ て く れ る 。普 通 語 だ っ た「 食 う 」

は 、現 代 日 本 語 と し て の 語 感 は 美 化 語 だ っ た「 食 べ る 」よ り 少 々

「 粗 野 ・ ぞ ん ざ い 」 で あ る と 感 じ ら れ る 。 現 代 日 本 語 で は 飲 食

に 対 す る「 い た だ く 」は 謙 譲 語 と い う イ メ ー ジ が 少 々 薄 く な っ

て き て お り 、 丁 寧 語 と い っ た と こ ろ で あ ろ う 。  

( 1 2 )の 方 は 、( 11 )よ り 、そ れ ほ ど レ ベ ル の 高 い 謙 譲 語 で な く 、

日 常 生 活 上 で は 比 較 的 に 言 い や す い 「 挨 拶 言 葉 ・ 決 ま り 文 句 」

に 近 い も の だ と 言 え よ う 。 遠 藤 （ 1999） に よ れ ば “ 挨 拶 語 、 決

ま り 文 句 な ど 、 形 式 化 し て い る も の は 、 敬 語 使 用 の 意 識 が 、 薄

い ”と 思 わ れ る（ ｐ 83、 98）。 ( 11 )の「 頂 戴 す る 」は 文 脈 か ら み

れ ば 謙 譲 語 で な く 、少 々 相 手 を 馬 鹿 に す る ニ ュ ア ン ス が 含 ま れ

る 。 ま た 主 語 の 「 我 輩 」 は 男 性 が 用 い ら れ 、 現 在 で は 尊 大 な 自

称 語 で あ る 。 敬 語 に は 皮 肉 的 （ ア イ ロ ニ ー ） な 効 果 も あ る 。 こ

の 場 合 は マ イ ナ ス 敬 語 の も の と 思 わ れ る が 、広 義 の 待 遇 表 現 な

の で 敬 語 で あ る 。 ( 1 2 )の 例 は 、丁 寧 語 と 言 え よ う 。（ 3 - 1 - 1 を 参

照 ）。 し か し 、 恩 恵 受 け の 授 受 動 詞 と し て 使 わ れ る 「 い た だ く 」

は 謙 譲 語 で あ る 。「 い た だ き ま す 」 も 次 第 に 謙 譲 語 の イ メ ー ジ

が 薄 く な っ て き て お り 、 社 交 敬 語 の 類 で あ る と 言 え よ う 。 筆 者

は 丁 寧 語 だ と 呼 び た い 。聞 き 手 を 敬 意 の 配 慮 対 象 と す る 用 法 で

あ る か ら 、 丁 寧 語 の 範 疇 に 入 る 。 ま た 同 じ 「 い た だ き 」 の ( 1 8 )

の 例 の 「 勘 定 を い た だ き に 来 ま し た 」 に 戻 り 、 次 の 文 を 比 較 し

よ う 。  

 ⑩ 勘 定 を も ら い に 来 ま し た 。（ 普 通 語 ）  

 ⑪ 勘 定 を い た だ き に 来 ま し た 。（ 謙 譲 語 ）  

 ⑫ 勘 定 を 頂 戴 に 来 ま し た 。（ 親 愛 語 ・ 丁 寧 語 ）  
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 ⑬ 勘 定 を 頂 戴 。（ 親 愛 語 ）  

と い う よ う に 表 現 で き る 。し か し 相 手 に ど の よ う な 表 現 を 選 択

す る か は 前 記 し た よ う に 話 者 の 待 遇 態 度 に よ る も の で あ る 。  

 

4 . 3 美 化 語 について 

家 族 間 に 使 わ れ る 敬 語 は 丁 寧 語 で あ る と 言 え よ う 。「 頂 戴 す

る 」 は レ ベ ル の 高 い 謙 譲 語 と し て 使 わ れ る が 、「 家 族 間 に は 、

使 え な い 。敬 語 遣 い が 要 ら な い の は 、敬 語 の ル ー ル な の で あ る 。

し か し ウ チ の 人 間 に も 敬 語 を 使 う こ と も あ る 一 例 を あ げ て み

よ う 。 こ れ は 、 ウ チ 輪 の 人 間 に 限 る 。 結 婚 記 念 日 な ど の お 祝 い

に 「 何 が い い ？ 何 で も い い か ら 、 言 っ て 見 ろ 」 と 仮 に 夫 が 妻 に

聞 く こ と に し て お き 、「 じ ゃ 、 今 度 は 、 ダ イ ヤ モ ン ド の 指 輪 を

頂 戴 し た い （ で す ） わ 」 な ど 、 と い う よ う に 妻 が 言 え な い こ と

が な い 。 こ の 場 合 は 夫 を 立 て る と い う よ り 、 夫 に 甘 え た い ニ ュ

ア ン ス が 取 れ る 。 こ れ は 謙 譲 語 で な く 、 美 化 語 の 範 疇 に な る 。

こ れ は 聞 き 手 で あ る 「 夫 」 を 敬 意 の 顧 慮 の 対 象 と せ ず 、 む し ろ

尊 敬 語 や 謙 譲 語 と も 関 係 な く 、自 分 自 身 の 言 葉 遣 い を 上 品 に す

る 働 き が あ る か ら 、 美 化 語 の 範 疇 に 入 る 。 ( 2 1 )の 例 は 妻 が 夫 に

「 あ な た 、起 き て く だ さ い 」と い う の は 、美 化 語 の 類 に 入 れ る 。

「 く だ さ い 」 は 「 く れ 」 の 尊 敬 語 や 「 く だ さ る 」 の 命 令 形 「 く

だ さ れ 」の 口 語 形 と も 言 わ れ る 13。女 性 は ウ チ の 者 に は「 頂 戴 」、

「 ～ て 頂 戴 」 を よ く 使 う が 、 ソ ト の 人 間 に は 「 く だ さ い 」 を 使

い や す い 。「 く れ 」 を 使 い に く い か ら で あ ろ う 。 し か し こ の 場

合 の 「 く だ さ い 」 は 社 交 敬 語 の も の で 、 美 化 語 の 分 類 に 入 れ た

い 。な お 、ビ ジ ネ ス 関 係 に 関 す る 場 面 も こ の 分 類 に 入 る 。( 2 2 )  は

夫 婦 二 人 だ け の 会 話 で な く 、刑 事 や 客 が い る 店 頭 で 夫 に い う 場

面 で あ る が 、 刑 事 や 客 を 意 識 し 、 美 化 語 を 使 う の は 、 お 上 の 女

心 で あ ろ う 。 ( 5 3 )  ( 5 4 )  ( 5 5 )の 例 も 同 様 で あ る 。も ち ろ ん 、親 愛

語 の ニ ュ ア ン ス に も 取 れ る し 、美 化 語 の ニ ュ ア ン ス に も 取 れ る 。
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特 に ( 5 3 )の 例 、「 品 の よ い 奥 さ ん が 」と い う の は 、ポ イ ン ト 付 け

に な る 。 大 石 （ 1976： ｐ 131） も 「 頂 戴 」 が “ 親 愛 語 ・ 美 化 語

を 合 せ 持 つ も の と 見 て い い か も 知 れ な い ” と 述 べ て い る 。  

 

５ 小 さなアンケート 

 “「 頂 戴 」 と 言 っ た ら 、 何 ？ ” と 学 生 た ち に 聞 い て み た ら 、 な

ん と 殆 ど が 謙 譲 語 だ と い う 答 え で あ っ た 。 こ れ に 対 し て 、 日 本

人 は 「 頂 戴 」 に ど ん な こ と を 浮 か べ る か と い う こ と に 興 味 を 持

ち 、 小 さ な ア ン ケ ー ト を 試 し て み た 。 次 の 用 例 は 立 教 大 学 門 奈

研 究 室 の 小 峰 満 子 さ ん 並 び に 大 学 院 生 の 皆 さ ん に 書 き 表 し て

い た だ い た も の で あ る 。 ご 協 力 い た だ き 、 深 く 感 謝 の 意 を 表 す

る 。  

 「 頂 戴 」 の 語 形 に つ い て 一 言 、 述 べ て お き た い 。  

<1>「 頂 戴 ・ 頂 戴 す る 」 に は 「 お ／ ご 」 が つ か な い 。  

<2>「 頂 戴 ・ ～ て 頂 戴 」 に は 、 活 用 が な く 、 連 体 修 飾 の 文  

節 も 存 在 し な い 。  

立 教 大 学 の 皆 さ ん に よ る 収 集 例 に 気 に な る も の が あ る 。次 の

も の で あ る 。  

ア 「 先 ほ ど お 電 話 頂 戴 し ま し た 。」（ 貰 う ）  

イ 「 こ れ を 頂 戴 で き ま し ょ う か ？ 」（ 貰 う ）  

ま ず 何 が 気 に な る か と い う と 、「 頂 戴 ・ 頂 戴 す る 」 に は 、 敬 意

の 接 頭 辞 の 「 お ／ ご 」 が つ か な い の で あ る 。「 お 電 話 」 の 「 お 」

は 美 化 語 な の か 、付 加 形 式 の「 お ～ い た だ く 」の よ う な「 お ～ 」

な の か 、微 妙 な と こ ろ で あ る 。美 化 語 の つ も り な ら 、助 詞 の「 を 」

の 省 略 に な る 。 付 加 形 式 な ら 、「 （ お ） ～ い た だ く 」 の よ う に 、

「 お 」 の 省 略 す る 形 式 が な い か ら 、「 を 」 の 省 略 が で き な い 。

従 っ て 「 頂 戴 」 に は 、「 お ／ ご ～ 頂 戴 す る 」 と い う 形 式 が 存 在

し な い 。 ま た 、 イ の 「 こ れ を 頂 戴 で き ま し ょ う か ？ 」 を 考 え て

み よ う 。 謙 譲 語 的 用 法 の 付 加 形 式 の 「 お ～ で き る 」（ お 手 伝 い

                                                                                                                                                    
1 3  『 明 鏡 国 語 辞 典 』 に よ る も の 。  
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で き ま す ）が あ っ て も 、「 お ／ ご ～ 頂 戴 で き る 」と い う 形 式 は 、

存 在 し な い 。 こ れ を 「 い た だ く 」 の 可 能 形 の 「 い た だ け る 」 に

置 き 換 え れ ば 、 自 然 な 文 に な る 。  

   ウ 「 こ れ を い た だ け ま せ ん で し ょ う か ？ 」  

「 頂 戴 す る 」 は 文 末 に は 活 用 で き る が 、「 を 頂 戴 」 と 「 て 頂 戴 」

は 活 用 で き な い た め 、 連 体 修 飾 が で き な い 。 ＊ は 非 文 で あ る 。 

エ  こ れ を 頂 戴 す る ・ し た 人 ･･･  

オ ＊ こ れ を 頂 戴 の 人 ･･･（ 非 文 ）  

カ ＊ こ れ を 作 っ て 頂 戴 の 人 ･･･（ 非 文 ）  

そ の 用 例 を 纏 め る と 、「 頂 戴 す る 」、「 頂 戴 」、「 ～ て 頂 戴 」 の 三

大 語 型 が あ る 。 こ れ は 私 の 収 集 例 に も 見 ら れ る も の な の で 、 語

形 が 決 ま っ て い る の だ と 言 え よ う 。  

ペ ー ジ 数 の 関 係 で 代 表 的 な 用 例 だ け を 簡 略 に 挙 げ る 。こ れ ら

の 例 を 見 る と 、（ 11、 3 4、 35、 36） の 例 を 除 き 、 日 常 生 活 で 品

物 や 恩 恵 的 な 行 為 の 授 受 に 関 す る も の が 多 い 。こ れ は 、元 の「 上

か ら も の を い た だ く と き に 、 動 作 の し ぐ さ と 共 に し な が ら 、 言

う 語 」と い う よ う な か た い イ メ ー ジ か ら 脱 し た 現 代 日 本 語 と し

て 、 使 わ れ る 言 い 方 な の だ と 示 唆 し て く れ る 。 次 の 1） ～ 18）

の 用 例 は 、い ず れ も「 も ら う・い た だ く 」に 言 い 換 え が で き る 。

た だ し 1 0）、11）の 例 は 謙 譲 語 と は 異 な る 。10）「 君 か ら チ ョ コ

を 頂 戴 し た い ！ 」 の 例 は 謙 譲 語 で な く 、 男 女 の 友 人 同 士 が 冗 談

半 分 の つ も り で 言 っ た ニ ュ ア ン ス が 伺 え る 。謙 譲 語 の つ も り な

ら 、「 い た だ く 」 の 方 が よ い 。 11） の 「 元 気 を 頂 戴 し た 」 は 自

分 に 元 気 が つ い た と か 、 励 ま し 、 や る 気 が 湧 い て 来 た と い う 意

味 に も な る 。 3 4） の 「 お 命 頂 戴 に 来 た 。」 は 緊 急 事 態 の 場 合 で

あ り 、 時 代 劇 の シ ー ン に も よ く 出 て く る よ う な 感 じ で あ り 、

少 々 皮 肉 的 （ ア イ ロ ニ ー ） な 効 果 も あ る 。 現 代 語 な ら 、「 も ら

う 」の 方 が 言 い や す い 。35）は も ら い 泣 き の こ と を 言 っ て い る 。

36）「 お 情 け を 頂 戴 （ 同 情 を 引 く ）」 は 、 あ ま り 耳 に し な い が 、

「 同 情 す る な ら 、 金 を く れ 」（ ド ラ マ の セ リ フ ） な ら 、 一 時 的
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に 流 行 っ て い た 言 葉 で あ る 。今 で も ま だ コ マ ー シ ャ ル に 使 わ れ

て い る 。  

37）～ 4 0）は 特 殊 用 法 と な る 。 3 7） 38）は 善 光 寺 に は こ う い う

儀 式 が あ る 。 39） 40）は 固 有 名 詞 の 商 品 名 で あ り 、上 着 の 半 纏

の こ と を 言 っ て い る 。  

 

［ 1］「 頂 戴 す る 」  

1）  美 味 し く な け れ ば 御 代 は 頂 戴 い た し ま せ ん 。（ 店 の 主 ）  

2）  お 手 紙 を 頂 戴 い た し ま し た が 、す ぐ に お 返 事 を 差 し 上 げ る

こ と が 出 来 ず 申 し 訳 ご ざ い ま せ ん 。  

3）  先 生 の ご 本 を あ り が た く 頂 戴 し ま す 。（ 貰 う ）。  

4）  先 日 は 結 構 な お 品 を 頂 戴 し て 誠 に 有 難 う 。（ 貰 う ）  

5）  物 を「 頂 戴 」し た ら 、な ん と 言 う の ？「 あ り が と う 」と 言

っ て 頭 を 下 げ る の よ 。（ 親 子 の 会 話 ）  

6）  頂 戴 し た 仕 事 に 邁 進 す る 。  

7）  お 言 葉 を 頂 戴 し ま し た 。（ 講 演 ）  

8）  ［ お 小 言 ］ を 頂 戴 し た 。（ 貰 う ）  

9）  町 内 運 動 会 に 出 て 、ビ ー ル 券 を も ら っ た 。思 わ ぬ お こ ぼ れ

を 頂 戴 し て う れ し か っ た 。  

10） バ レ ン タ イ ン デ ー に は 君 か ら チ ョ コ を 頂 戴 し た い ！  

11） 頑 張 っ て い る 姿 に 接 し て 、 元 気 を 頂 戴 し た 。  

12） お ひ ね り を 頂 戴 し た 。（ 役 者 が 観 客 か ら お 祝 儀 を も ら う ）  

1 - 2 意 味 分 類 ：「 食 べ る 」 意  

13） も う 結 構 で す 。 十 分 頂 戴 し ま し た 。  

14）「 ご 自 由 に お 召 し 上 が り く だ さ い 」  

「 楽 し く い ろ い ろ 頂 戴 し て お り ま す 」  

15） 美 味 し く 頂 戴 し て お り ま す 。  

16）「 お 茶 を 一 服 ど う ぞ 」 → 「 遠 慮 な く 頂 戴 い た し ま す ］。  

17）「 美 味 し い お 菓 子 を 頂 戴 し て あ り が と う ご ざ い ま す 。」  

18） 一 口 頂 戴 。  
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［ 2］「 ～ を 頂 戴 」  

19）「 お 母 さ ん ， こ の お 菓 子 を 頂 戴 」  

20）「 お 母 さ ん 、 今 日 の バ ス 代 を 頂 戴 」  

21） お 金 を 頂 戴 。 22） お 年 玉 を 頂 戴 。 23） お 駄 賃 を 頂 戴 。  

2 4） お つ り を 頂 戴 。 2 5） お 土 産 を 頂 戴 。 2 6） 少 し 休 み を 頂 戴 。 

［ 2 . 1］ 助 詞 「 を 」 の 省 略  

27） こ れ 、 ち ょ う だ い 。 28） お 手 紙 頂 戴 。 メ ー ル 頂 戴 。  

29） お し ぼ り 頂 戴 。 3 0） お 酒 頂 戴 。 3 1） 慰 謝 料 頂 戴 。  

32） ご 意 見 頂 戴 。 33） コ メ ン ト 頂 戴 。 34） お 命 頂 戴 に 来 た 。  

35） お 涙 頂 戴 。（ 芝 居 や 映 画 で 、 観 客 の 涙 を そ そ る の を 目 的 と

し て 作 ら れ た も の 。 ま た は そ の 場 面 ）（ も ら い 泣 き ）  

36） お 情 け を 頂 戴 （ 同 情 を 引 く ）  

［ 2 . 2］ 特 殊 用 法 に も 見 ら れ る 「 頂 戴 」  

37） 善 光 寺 で 『 御 印 文 頂 戴 』（ ご い ん も ん ち ょ う だ い ）  

38） 善 光 寺 で 「 お 数 珠 頂 戴 」（ お じ ゅ ず ち ょ う だ い ）  

39） 新 潟 県 産 丸 栄 製 粉 「  頂 戴 そ う め ん 」  

40） 白 波 二 人 羽 織  「 天 下 頂 戴 」  

［ 3］「 ～ て 頂 戴 」  

42） 明 日 来 て ち ょ う だ い 。 4 3） お 使 い に 行 っ て ち ょ う だ い 。  

44） お 兄 ち ゃ ん 、 一 緒 に 遊 ん で 頂 戴 45） 紅 茶 を 入 れ て 頂 戴 。  

4 4） 一 緒 に 帰 っ て ち ょ う だ い 。 4 7） お し ょ う ゆ を 取 っ て 頂 戴 。 

48） も う 少 し お さ え て 頂 戴 。 4 9） ま か し て 頂 戴 。  

50） 説 明 し て 頂 戴 。 5 1） 抱 っ こ し て 頂 戴 。（ 子 供 ）  

外 に も 次 の よ う な 名 詞 が 出 て い る が 、 研 究 対 象 か ら 外 す 。  

・ 猫 に 「 頂 戴 」 を 仕 込 む 。 頂 戴 の し ぐ さ を 教 え る 。  

・ 頂 戴 物 （ い た だ き 物 、 も ら い 物 、 頂 戴 し た 物 ）  

 

６ まとめ 

記 述 上 の 便 宜 を は か り 、「 頂 戴 す る 」 を Ⅰ と し 、「 ～ を 頂 戴 」

と 「 ～ て 頂 戴 」 は 、 Ⅱ と 称 す る 。 語 形 が 違 う が 、 文 法 の 機 能 が
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同 じ な の で 、 敢 え て い っ し ょ に ま と め る 。 そ れ ぞ れ 使 用 場 面 、

意 味 分 類 、 及 び 置 き 換 え な ど の 事 項 を 比 べ る た め 、〔 表 － ４ 〕

を 作 成 し た 。（  ） は 、 用 例 番 号 で あ る 。  

 

〔 表 － ４ 〕  

比 較 事 項  Ⅰ 「 頂 戴 す る 」  Ⅱ 「 頂 戴 」「 て 頂 戴 」

使 用 場 面  私 的 な 場 、  私 的 な 場  

 
待 遇 表 現 の

分 類  

 
謙 譲 語 ：（ 1 , 7 , 8 , 9）  
謙 譲 語 ： ( 3 , 4 , 5 , 6 ,  1 0 ,  
11）  

親 愛 語 ：（ 1 3 ~ 1 7 ,  2 1 ,
23~52）  
美 化 語 ： ( 1 8 , 1 9 , 2 0 ,  
5 3 , 5 4 , 5 5）  

敬 意 の 顧 慮

対 象  
行 為 の 向 か う 相 手  聞 き 手  

意 味 分 類 ’・
置 き 換 え  

「 も ら う ・ い た だ く 」
目 上 に は 「 も ら う 」 が 不

適 切 で あ る 。  

「 く れ ・ く だ さ い 」  
男 性 な ら 使 わ れ る 。  

使 わ れ る  
対 象  

・  「 ソ ト 」 の 人 間  
・  「 上 下 」 関 係 な し  

・「 ウ チ の 者 」  
・ 親 し い 間 柄  

使 用 者  男 女 と も  女 性 ･子 供  

 

上 記 の 〔 表 － ４ 〕 の 「 待 遇 表 現 の 分 類 」「 意 味 分 類 と 置 き 換

え 」 に つ い て 、 次 の こ と に 触 れ て お き た い 。  

待 遇 表 現 の 分 類 ： Ⅰ は 敬 意 の 顧 慮 対 象 を 行 為 の 向 か う 相 手 に す

る 場 合 は 、 謙 譲 語 で あ る が 、 聞 き 手 に す る 場 合 は 、 丁 寧 語 に な

る 。 Ⅱ は 家 族 ・ 親 友 間 ・ 学 校 関 係 に よ く 使 わ れ 、 親 愛 語 に な り

や す い が 、 美 化 語 と い う ニ ュ ア ン ス が 取 れ る 場 合 も あ る 。 特 に

ビ ジ ネ ス 関 係 の 場 合 は 、 こ の 類 で あ る 。  

意 味 分 類 と 置 き 換 え ： Ⅰ は 「 も ら う ・ い た だ く 」 へ 置 き 換 え が

で き る が 、 目 上 に は 「 も ら う 」 が 不 適 切 で あ る 。 Ⅱ は 「 く れ ・

く だ さ い 」 へ 置 き 換 え が 可 能 で あ る が 、「 く れ 」 は 男 性 な ら 使

わ れ る 。  

以 上 、 観 察 し て き た こ と を 結 論 と し て 次 の よ う に 纏 め た 。  
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【 結  論 】  

本論文を敬語動詞「頂戴」を三つの語形で「使用場面・意味分

類・置き換え」から考察した結果、 下記のことが分かった。  

1》 待 遇 表 現 の 分 類 1 4： Ⅰ も Ⅱ も 敬 語 で あ る 。  

Ⅰ は 謙 譲 語 で あ る が 、 丁 寧 語 と し て 使 わ れ る こ と も あ る 。 Ⅱ

は 親 愛 語 で あ る が 、 美 化 語 と し て 使 わ れ る こ と も あ る 。  

2》「 催 促 ・ 命 令 」 の 意 ： Ⅱ に は 初 め か ら 左 記 の よ う な 意 は 含 ま

れ な い 。た だ し 場 面 性 や ア ク セ ン ト・抑 揚 の 要 素 を 考 慮 に 入

れると、場合によっては、命令のようにも受け取れる。  

3》 敬 意 顧 慮 の 対 象 ： Ⅰ は 「 ソ ト 」（ ま た は 「 よ そ 」） の 人 間 を

行 為 の 向 か う 相 手 に す る か ら 、 家 族 に は 使 い に く い 。 Ⅱ は

「 ウ チ の 者 」に 限 り 、「 ソ ト 」の 目 上 の 人 に は 使 え な い 。し

か し 、 親 し い 友 は ウ チ の 者 と み な す 。  

4》  Ⅰは男女ともに使えるが、Ⅱは女性・子供に多く使われる。時

に 男 性 が 使 う 例 も 見 ら れ る 。 ( 5 6 )  ( 5 7 )  ( 1 8 ) の 例 で あ る 。  

5》  使 用 場 面 ： 私 的 な 場 の み で あ る 。 し か し 、 結 婚 式 や 講 演 な

ど の 改 ま っ た 場 で も 用 い ら れ る か と 思 わ れ る 。「 お 祝 辞 を

頂 戴 し ま し た 。」 な ど 。  

6》  意 味 分 類：神 仏 関 係 や 慣 用 句 の よ う な も の を 除 き Ⅰ は 、「 も

ら う ・ い た だ く 」 の 意 で 、 Ⅱ は 「 く れ ・ く だ さ い 」「 ～ て く

れ ・ ～ て く だ さ い 」 の 意 で あ る 。  

7》  置 き 換 え ： 意 味 分 類 に よ る 置 き 換 え の 意 で あ る が 、 言 葉 遣

い に 選 択 の 余 地 が あ る と き 、 ど ち ら か を 選 ぶ か は 、 話 者 の

言 語 待 遇 の 態 度 に 任 せ る 。  
 

7  終 わり 

「 2 - 1」で も 触 れ た が 、敬 語 は 人 と 人 と の 相 互 尊 重 の 気 持 ち を

基 盤 と す べ き も の で あ る 。言 語 生 活 も 正 に こ の 基 盤 の 上 に た っ

て 進 ん で い る 。現 代 日 本 語 で は 敬 語 表 現 の 使 用 意 識 が 次 の よ う

                                                  
1 4  敬 語 の こ と を 待 遇 表 現 と も 言 わ れ る 。  
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な 変 化 を 見 せ て く れ る こ と を 否 定 で き な い 。日 本 人 の 現 代 敬 語

の 使 用 意 識 1 5は 、 下 記 の よ う に 構 成 さ れ て い る 。 勿 論 、 曖 昧 さ

や 複 合 性 が あ る と し て も 、 若 い 世 代 ほ ど 、 こ の 意 識 は 、 強 い よ

う に 見 え る 。  

    あ ら た ま り ＞ へ だ て ＞ 品 位 ＞ 美 化 ＞ 親 愛 ＞  

親 愛 語 は ＜ 近 づ き ＞ と い う 働 き が あ る 。 一 方 、 卑 罵 語 は ＜ 遠

ざ け ＞ 、 非 敬 語 の 働 き が あ る 。 親 愛 語 は 卑 罵 語 と は 隣 り 合 わ せ

の も の で あ る か ら 、 対 照 的 な も の で あ る 。 私 の 収 集 例 か ら も 次

の よ う な こ と が 見 ら れ る 。  

１ 〉 謙 譲 語 が 丁 寧 語 へ 近 づ い て い る こ と 。  

２ 〉 親 愛 語 に は 美 化 語 の 性 質 を 有 す る こ と も あ る 。  

「 頂 戴 す る 」 は レ ベ ル の 高 い 謙 譲 語 と し て 使 わ れ る が 、 神 仏 や

帝 に 関 す る 例 ( 1 )  ( 2 )を 除 き 、家 族 間 、客 観 描 写 、上 下 関 係 、  緊

急 事 態 な ど の 場 面 に も 使 わ れ る 。こ れ ら の 用 例 は 敬 意 の 顧 慮 の

対 象 が 行 為 の 向 か う 相 手 に あ る こ と か ら 見 れ ば 謙 譲 語 で あ る

が 、 丁 寧 語 に 近 付 い て い る と 言 え よ う 。「 頂 戴 」「 ～ て 頂 戴 」 は

家 族 間 や 親 友 関 係 や 師 弟 間 の よ う な 学 校 関 係 で の 会 話 に は よ

く 使 わ れ る 。 こ れ は 親 愛 語 が 比 較 的 使 い や す い 。 外 に ビ ジ ネ ス

関 係 な ど の 場 面 に も 用 い ら れ る 。こ れ ら の 例 は 聞 き 手 で あ る 客

を 意 識 的 に し な が ら 、 親 愛 語 と し て 使 わ れ る と 同 時 に 、 美 化 語

の 働 き も 見 ら れ る 。「 4 .3」 で 触 れ た よ う に 親 愛 語 に は 美 化 語 を

合 せ 持 っ て い る 性 質 が あ る と い う 。  

 

〔 付 記 〕 本 論 文 を 執 筆 に 当 た っ て 、 ご 助 言 や ご 協 力 を い た だ き

ま し た 立 教 大 学 門 奈 研 究 室 の 小 峰 満 子 さ ん を は じ め 、新 潟 放 送

フ リ ー ア ナ ウ サ ー の 南 雲 和 子 さ ん 、日 本 株 式 新 聞 社 の 記 者 で い

ら っ し ゃ る 田 中 知 徳 さ ん に 感 謝 の 意 を 表 す る 。  

 

                                                  
1 5  国 語 研 究 所 （ 1 9 9 0： ｐ 9 6） に よ る も の 。  
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用 例 出 典  

1  駆 け 抜 け る 光 芒 ： そ れ ぞ れ の 明 治 ： そ れ ぞ れ  

2  生 と 死 の は ざ ま で - あ る 生 徒 兵 の 青 春 ： 青 春  

3  う ち の 子 、 バ イ リ ン ガ ル に な ― れ ！ ： う ち  

4  そ れ で も 僕 は 笑 っ て い た い ： 僕 は  

5  君 は み た か 神 、 仏 、 幽 霊 を ： 幽 霊   

6  五 円 玉 一 つ の が む し ゃ ら 人 生 ： 五 円 、  7 雪 ： 雪  

8  赤 ち ゃ ん の 言 い た い こ と が わ か る 本 ： 本 、  9 地 唄 ： 地  

10 未 熟 な 外 科 医 の 研 修 旅 行 ： 外 科 医 、  11 拾 戒 ： 拾  

12 こ と ば 美 人 は 一 生 の 得 ： 美 人 、  13 脱 出 行 ： 脱  

14 女 の 半 生 を 生 き た 男 ： 女 、  1 5 愛 の 絆 ： 愛  

16 ガ ン な ん か こ わ く な い ： ガ ン 、 17 愛 擁 ： 擁  

18 七 人 の 敵 が 居 た ： 七 人 、  19 晴 れ た 日 に ： 晴  

20 バ ト ン リ レ ー の 人 生 ： 人 生 、  21 茶 々 と 家 康 ： 家 康  

22 お い な り さ ん ： い な り 、   2 3 宵 夢 綺 譚 ： 宵  

24 み ん な の 声 が 聞 こ え る ： 声 、  25 ペ ロ 幻 想 ： 幻 想  

26 遥 か な る 天 の 蒼 ： 天 、  27 ゆ れ る 思 い ： 思 い  

28 赤 い 港 の エ ナ ジ ー ： 赤 、  29 人 間 の 壁 ： 人 間  

30 石 中 先 生 行 状 記 ： 石 中 、  31 紫 の 履 歴 書 ： 紫  

32 わ れ ら が 風 狂 の 師 ： 風 狂 、  3 3 自 分 に 惚 れ ろ ： 自 分  

34 漱 石 の 猫 と 遊 ぼ う ： 漱 石 、  3 5 ふ る さ と 残 照 ： 残 照  

36 い の ち の 授 業 ： 授 業 、  37 君 、 我 の 頭 上 で 輝 け り ： 君  

38 超 人 の 孤 独 と 愛 ： 超 人  
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